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「親子調査2006J
I .調査の概要

調査主体:兵庫教育大学 教育・社会調査研究センター

調査実施:社団法人 中央調査社

1.調査対象

(1)母集団 全国の小学4年生~高校3年生相当の年齢の子どもがいる世帯の父母子3者

(2)標本数 1，440世帯計4，320名
*1，440世帯の内訳は「小学4---6年生相当の子どもがいる世帯J: 480世帯

「中学生相当の子どもがいる世帯J : 480世帯

「高校生相当の子どもがいる世帯J : 480世帯

とし、各学年別の等配分は考慮しない。

*条件に合致する「子Jのみを抽出し、同世帯の「父Jr母」については抽出しない。抽出台帳の住民基本台帳は、

自治体によって各世帯の家族構成を推測できない並びになっているもの(ex.全市五十音順など)があるので、
父子家庭や母子家庭、その他の家庭を抽出してしまう可能性もあるが、それらについても原則調査対象として

認めることとする。

(3)抽出方法 層化二段無作為抽出法

(4)抽出台帳住民基本台帳

(5)地点数 120

(6)母集団 9---17歳の推定人口(平成 17年3月31日現在の住民基本台帳人口をベースに算出)

.層化(類似の性格をもった地点のグループ分け)

a 全国の市町村を、次の 11地域に分類。
「北海道」北海道

「東北」青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県

「関東」茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

「北陸」新潟県、富山県、石川県、福井県

「東山J山梨県、長野県、岐車県
「東海」静岡県、愛知県、三重県

「近畿」滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

「中 国」鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

「四 国」徳島県、香川県、愛媛県、高知県

「北九州J福岡県、佐賀県、長崎県、大分県
「南九州」熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県

b 各地域については、人口規模別に r16大市Jr16大市を除く 20万人以上の市JrlO万人以上20万人未満の
市Jrその他の市Jr町村Jの5分類とした。
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.調査地点の抽出(一段目の抽出)
a 第一次抽出単位となる調査地点として、平成 12年国勢調査時に設定された調査区の基本単位区を使用した。
b 各層の調査地点数は、各層における推定母集団の大きさから標本数を比例配分し、そこから 1地点の標本数

が12になるよう調整し、 120地点とした。

C 調査地点の抽出は、層ごとに

層における 9----17歳人口の合計

層で算出された調査地点数
=抽出間隔

を算出し、等間隔抽出法によって当該人数番目のものが含まれる基本単位区を抽出し、抽出の起点とした。

d 抽出に際しての各層内における市町村の配列順序は、調査時における総務省設定の市町村コードの順序に従
った。

.対象者の抽出(二段目の抽出)

a 第二次抽出単位となる対象者は、住民基本台帳により各調査地点(町・丁目・番地等)から 12サンプルを抽
出。乱数により定めた各地点のスタート番号から適格者を順に抽出していく。

.層化表

* SIZE 1 * SIZE 2 * SIZE 3 * SIZE 4 * SIZE 5 * SIZE 6 * SIZE 7 * SIZE 8 * SIZE 9 * TOTAL 
16大市 16大市 16大市 16大市 16大市 20万以上 10万以上

その他の
町村

市

1 北海道 153，131 55，032 84，181 91，178 104，831 488，353 
24( 2) O( 0) 12( 1) 12( 1) 12( 1) 60( 5) 

札暁市

2 東北 82，781 230，835 129，660 276，989 200，107 920，372 
12( 1) 36( 3) 12( 1) 36( 3) 24( 2) 120( 10) 

仙台市

3 関東 525.424 278，893 94，266 73，259 101.016 807，529 627，456 557，414 241，775 3，307，032 
72( 6) 36( 3) 12( 1) 12( 1) 12( 1) 108( 9) 84( 7) 72( 6) 24( 2) 432( 36) 

23区 横浜市 川時市 千葉市 さいたま
4 北陸 216，540 58，004 185，666 53.014 513，224 

24( 2) 。(0) 24( 2) 12( 1) 60( 5) 

5 東山 89，671 91，651 216，140 93.044 490，506 
12( 1) 12( 1) 24( 2) 12( 1) 60( 5) 

6 東海 172，883 61，296 335，045 241，297 226，969 116，139 1，153，6291 
24( 2) 12( 1) 36( 3) 36( 3) 24( 2) 12( 1) 144( 12) 

名古屋市 静岡市

7 近畿 178.930 102，888 125，304 69.485 541，745 234，516 404，878 132，203 1，789，9491 
24( 2) 12( 1) 12( 1) 12( 1) 72( 6) 36( 3) 48( 4) 12( 1) 228( 19) 

大阪市 京都市 神戸市 堺市

8 中国 102，149 189，319 201，536 140，736 67，079 
12( 1) 24( 2) 24( 2) 24( 2) 12( 1) 96( 8) 

広島市

9 四国 136，120 48.584 1，25，488 63，907 374，0991 
12( 1) 12( 1) 12( 1) 12( 1) 48( 4) 

10 北九州 82，574 109.048 161，653 74，435 258，729 120，121 806，5601 
12( 1) 12( 1) 24( 2) 12( 1) 36( 3) 12( 1) 108( 9) 

北九州市 福岡市

11 南九州 192，390 133，058 173，783 142，093 641，3241 
24( 2) 12( 1) 24( 2) 24( 2) 84( 7) 

計母集団 704.354 637，238 666，679 73，259 231，797 2，955，879 1，924，378 2，657，970 1.334.313 11，185，867 

対象数 96( 8) 84( 7) 84( 7) 12( 1) 36( 3) 372( 31) 252( 21) 336( 28) 168( 14) 1440( 120) 

(地点数)
---'--ー
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2.調査方法
母子:調査員による個別面接聴取法による。

父 :留置記入依頼法による。

3.調査期間

2006年6月""7月

4.調査完了世帯数及び回答率

【親子調査2006完了世帯数】
回答率

子のみ 子+母 子+父 3者 計
(各480

世帯中)

小学4年生 3 9 4 49 65 

小学5年生 4 13 5 48 70 

小学6年生 7 20 4 58 89 

小学生(計) 14 42 13 155 224 46.7% 

中学1年生 4 12 3 61 80 

中学2年生 6 11 2 38 57 

中学3年生 8 11 4 50 73 

中学生(計) 18 34 9 149 210 43.8% 

高校1年生 9 12 5 38 64 

高校2年生 8 10 5 33 56 

高校3年生 4 10 4 35 53 

社会人 2 2 6 

高校生(計) 21 32 14 106 173 

高校生・社会人(計) 23 33 15 108 179 37.3% 

全体 55 109 37 412 613 42.6% 

5.調査項目

rv.資料編」の単純集計表を参照のこと

今回の調査報告は個票レベルのデータが「兵庫教育大学教育・社会調査研究センターデータ・アーカイヴJに

収録予定であるため詳細な分析は行わず、本調査の主たる目的である「親と子の意思疎通」に関する質問項目に

限定して、単純集計を用いた概観をおこなうことにする。なお、本調査の調査設計は、 2005・2006年度当セン

ター客員教授で前大阪大学大学院人間科学研究科直井優氏によって行われた。
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E 本調査の代表性について

①対章者の子どもの年齢別人口について

・母親Q2-2r念のための確認ですが、対殺のお子さんは満年齢でおいくつでしょうか。J(グラフ左}
.2005年国勢調査結果を 1年上方修正した場合の9歳-18歳の各年僻の人口比率を集計 (グラフ右)
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本調査の対象者の抽出は rI 調査の概要」にあるとおり、住民基本台帳をもとに雌作為でおこなわれている。
しかし、間査結果(グラフ左)を実際の人口分布状況(グラフ右)と比較するとほぼ逆の分布となっていること

がわかる。 これは前頁掲載の 「調査完了世帯数及び回笹率j から、年齢がit~\，、ほど(在籍する学校が高次である
ほど)回答率が低下する傾向にあるためであると推測できる(小牢生の回答串と高校生の回答率の差は 16ポイ

ン卜)0 ;i占臓や態度に関する質問項目は、高年僻になるほど自らの意思が明確になった上で回答することが考えら

れるため、全国的な傾向として捌査結巣を読み取る際には注意を要すると思われる。

②対章者の世帯の子どものきょうだいの数

・母親Q5rお子さんは何人いらっしゃいますか。対象のお子さんも含めますJ(グラフ左)
・国立社会保障・人口問題研究所編『人口統計責料集2007年版』 より作成 (2000年の数値) (グラフ右)

4人

3人

29省

5人

" 
無回答

。‘ 1人

3人以よ

本調査は2006年に実施されているため、制査結果と公表されている統計(上記グラフ右は2000年数値

である)とを単純に比較することはできないが、いわゆる少子化傾向が調査対象の世帯に関しては広くあてはま
るわけではない結果となっている。しかし2人以上の割合が9割近くであることから、き ょっだい問における人

間関係や親と複数の子関係を分析するにあたっては意義も認められよう。ひとりつこ世僻における親子関係にお

ける諸問題を考察する際、 被数子であることが問題の解決につながるかどうかといった観点で本調査のデータを

眺めるならば 一定の検問牒胞を見出すことが可能かも しれない。
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E 調査項目
1 子から見た親‘親から見た子

小学生 ・中高生 Q16fお父さんやお母さんは、あなたに対して、
いすることがありますか.それぞれ 1つずつ選んでください。J

ここにあげられているようなことをどのくら
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子育てにおける感情而の性別役割分業として興味深いのが、質問項目「落ち込んでいると心配してくれるJf頑

張ったとき、よくやったねと雷ってほめてくれるjに対する子の評価であろう。小学生の回答、中学生の回答と

もに、両親とも肯定的な回答 (fときどきあるJfよくあるJ)が6割以上の値を示している。組からの積極的なか

かわりが観の性別にかかわりなく商い頻度であらわれていることは、組子関係の希薄化といわれる状況を検討す

る際の親の側の重要な手がかりになろう.ただ、父親よりも母観のほうがより頗度が高い点、および小学生より

も中高生のほうが積極的な回答の割合が減る点については、従来からいわれてきている性別役割分業の考え方や

子どもの発逮過程 (特に反抗1~J}との削辿が考えられるので、子の性別平子どもの人数やきょうだい|剖係とのク
ロス集計による詳細な検問が求められよう.

では、親の側が子どもに何を求めているのであろうか.f望ましいものjという肯定的な内容の選択肢の中から

選ぶ母親奨文規票Ql0を眺めてみるニとにする。
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-母親 ・父親QIOrとこであげられているものはどれも望ましいものばかりです。
(.)この中で、あなたはお子さんにとって何が最も軍要だと思いますか。

(b)では、お子さんにとって2番目に重要だと考えるのはどれですか.

(c)それでは、あなたはこれらの中でお子さんにとって何が最も重要でないと思、いますか。J
E母眠ヨ晶 子 さんにとって両 副一世_ _7l:!と聞もい 電信す か
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質問紙の聞いとしては品佳の (c)に世かれている、 「もっとも重要ではないもの」について、「男の子らしい

立の子らしし、Jを挙げるものが母親 父親ともに5事lを超える結果は興味深い。望ましいものを i番目、2番目
として検問していた結果、r.YJの子らしい・女の子らしい」は重要度の低いものとしての評価が下されているわけ
で、世間一般の状況にあわせた結果ではない回答者自身の索直な思いがあらわれてきているとも考えられる。干

に対して世間一般に見られるであろう回定的な性別役割分業を必ずしも求めない親の姿勢が、両親の性別にかか

わりなく子に受けとめられているのかもしれない。

組子関係全般について干の側に直接的に尋ねる QI8・Q19において 否定的な選択肢(r悪いJrどちらか
といえばng~ リ)を選択するものがすべてのカテゴリーにおいて 1 1~1を下回っている実態もまた、 親子関係の希薄
化の実態に迫る際に注目すべき結果であろう。その上で、肯定的な選択肢「どちらかといえば良好」と「良好」

の各カテゴリーにおける比率の違いにより品'目すべきであろう。父親に対する回答のほうが母規に対するものよ

りも「どちらかといえば」の比串が高い点、小学生と中日生との単純な比較で、 両親の性別にかかわりなく 「ど

ちらかといえばJの事告が 10ポイン卜ほど悶える車(その分 「良好」は約 10ポイント減うか)にも注意したい固
「どちらかといえばj という閉し、の「どちらj が何を指しているかの分析を試みるならば、 「規子関係の希薄化」

と考えられる要因が、必ずLも規子内部の1M!阪にのみ起因するわけではない可能性が浮かび上がってくるかもし
れなし、 この点については、 他の質問項目とのクロス分析が課題として出てこよう。
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-小学生・中高生Q18rあなたとお父さんの関係はいかがですか。JQ19 rあなたとお母さんの関係はいかがですか。」

-悪い

gどちらかといえば惑い

・どちらかといえば良好
35.3113良好

Eわからない

里壁1ëI~

【グラフ7】

{中高生】あなたにとってお父さんは
3.1 5.4 2.1 6.9 

-悪い

ロどちらかといえば悪い

・どちらかといえば良好

39.1 r::::::::::::::::::温・・・.113良好
43.41箇わからない

園祭回答

【グラフ9】

2.進学・学歴観

【小学生】あなたにとってお母さんは

-惑い

ロどちらかといえば悪い

・どちらかといえば良好

白良好

回わからない

図書E固答

【グラフ8]

あなたにとってお母さんは

田わからない

B無回答

【グラフ 10】

小学生・中高生Q21rあなたは、学校はどこまで進みたいと思っていますか。J
【小学生】学敏はどこまで進みたいと思っていますか

わからない
10弘中学校

その他，¥ 2% 
1首

大学院

11% 

【グラフ 11】

13也

【中高生】学校はどこまで進みたいと思っていますか

わからない、無回答
5首

その他
1賀

大学院

7' 

【グラフ 12】

高等学校への進学率が9割を、大学(すべての高等教育機関)への進学率がおおよそ 5割となっている現状を

ふまえるならば、今回の調査対象がこの傾向から大きくかけ離れているとは読み取れない。子どもからの回答に

ついても、高次の教育機関に通う子どものほうがより高次の教育機関への進学を望む割合が高くなること、小学

生では「わからないJと回答する割合が高くなること、逆に中高生では現行の教育制度ではもっとも高次の教育

機関となる「大学院」への進学を望む割合が低くなることなどは、想定できる内容である。さらに考察を深める

ならば、教育機関の所属の変更までの期聞が短い子ども期の意識をみるならば、中学生と高校生をわけで分析す

るとより詳細な意識の変化が把握できるであろうこと、また先のl.r子から見た親、親から見た子Jの分析同様、
子の性別や子どもの人数やきょうだい関係とのクロス集計を行えば、上記のような一般論にとどまらない結果が
出てくる可能性がある。また、進学率は時系列に見ると変化があるので、過去の類似の調査との比較研究も必要

になろう。
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母親・父親 Q15rあなたはお子さんを、どの段階の学校まで進ませたいとお考えですか。J

r'号線父観1お子さんをどの段階の学緩まで進ませたいと恩いますか

梅回答日目
わか同い E三五V
その他 E三三hh
文学院 E玉子'1.3
岬鋼大学 l

恩賜大学高専 l
高絞 i
中学後 181
0.0 10.0 

ロ母 口父

20.0 30.0 40.0 

[ゲラ713] 

三当56.3

50.0 60.0 

では親の側の意識はどのようになっているのであろうか。母親票父親探の Q15の単純集計結果は小学生・中
高生の区別なく集計されているが、まず「大学院Jr 4年制大学Jr短期大学 高専j を合計した訓告が両親とも
にB割近くになる点は、実際の高等教育進学率が5訓程度であるのと比較してもその期待の高さがうかがい知れ

る結果であろう.子ども)91を経験してきている親世代は、子どもj引のさ7校教育の制度そのものも経験しているわ
けであり、それでもなお自身の子どもへの)91待が高くなっているのか、それとも単なる願望なのか、など子ども

との関係の持ち方(質)との関連が問われよう。また、同じ高等教育でもは年制大学Jと「短期大学高専j
とでは、母親と父親とのIIUで生じているポイント差に逆転が生じていることも興味深い.特に『短期大学高専]
では、 4. 7ポイン卜もの差が生じている。短期の高等教育については、両親の性別もさることながら、子ども

の性別が影響していることも考えられるので、有効数に限りがあるため今回の調査結果からは分析が難しいが、

三illクロス等による検討が必要であるう.

3 親子関係におけるコミュニケーション

小学生Q23 中高生Q24 r現在、あなたは悩みや心配'I~をもっていますか(複数回答)J
母親父親 Q13rあなたは、お子さんのことで、何か心Eがありますか(線数回答)J 

[小字.申書室}筒みや心配.

ロ小学生 ・ゅ司
回

66.1 M 

;[1JLajsa 
.， 

IH .. 
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【グラ714] 
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子どもの側からすると、「悩み事や心配事はなし、jと答えるものが相対的に多く(この回答をするものは必然的

に他の選択肢を選ぶことは無い)、他方で製の回答をみると「悩みは心配本はないJi:回答するものは全体の2割
未満である。車tが干を心配する構図はこの調査においては健在であるといえよう.特に遊学や職業選択など子の
将来に係るものを挙げる規の比串は向く、 ~Ilt.~生の関心'Jrの高さと一致している。 また進学に闘しては両親とも
半数が心配事に準げているが、干の側において小学生では必ずしも向くない.今回Q)制査の対象者(小学生)は

r I 調査の概要」にも記したとおり、 4年生から6年生である.ここでいうところのilli学が、親にとってのイ
メージと子にとってのイメージが 致しているものなのかどうか(小学生 Q21や母観・ 父親 Q15でみた借料的

な進学希望の学校のことなのか、それとも直近の進学のことなのか)を検寵すれば.近年都市部で話題となって

いる「早期教育Jに対する親子聞の態度の逃いを探ることも可能になろう.
実際の話し合いの度合いを且たのが以下の質問である。

小学生QII'Q12/中日生QI2・QI3rあなたは、お父さん(お母さん)とどのくらい話をしていますか」
晶~r:I%.，II:.t，，4.I:~'岬〈らいE量Lτい草..  

-・ ，

>0 I I I 2・2

調 II・l・
.1，. •• 1・，': UE [E 市 u‘， .. 

~ E-0.1 U 

1b 9 4 もももも。， ，-Fdr。v 4V -dt 
やe 匂0 、4 6少. 

[ゲラ7161 

l舗

:1凡
，。
I • 

" .，ト寧量 • -・直宜 • 絢

B・

• 9 a-

a凶色I%.II.""'UID刷、鉱山山、".

'" 
.，... ・・ . 0.' ，~ l..l 一一.‘‘:  、

.'‘ .. ~ ~o$' 附除"由.. ~(i、r
γもも司壱砂 ，+~ ~.w _'1$" 
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【ゲラ717]

• •• e 

白川ト..

・・歯霊

干の側からすると悩み!JIや心配事はないとするものが相対的に多いが‘組との会話の頻度は高い。特に母観と

の頻度は「よく略す」に回答が集中しており、しかも子の属する学校を問わない傾向にある。干の図書について

は小学生 ・中高生ともに、調査日による個別面接聴取であり(I照査の概要2 調査方法を書照にその精度は

高いはずである.下のグラフの母観の団事(母親についても個別而接聴取である)も「よく話す」と回答してい

るものが8割近くとなっており、子と観の感覚はほぼ一致しているものと i自われるo r観子IMI係の希薄化」が叫ば
れる昨今であるが、この調査結果からは直接的にそのような状況は読み取れない.ただ、会話の内容についての

直僚的な聞いではないため、他の質的なrmいに対する回答との相闘の分析は必要であろう.

母観・ 父親 Q21rあなたは、お子さんとはどのくらい揺をしていますか」

aろたよ T= I ;;主 SとS 弓子さ/vととf 才、〈ら し、宮舌を~L-"'C L. 、言言可，一治、

[ ~と率見 1 38.8 4Ef4 

[ftま禽貝】 78.2 

。% 20% 40% 60% 

o ..J::<I者ヲー ロ と'どき1闘す

0'まとんど置置さ右手L、 .キヲヵ、ら訟も、

[ゲラフ 181 

13 
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最後に配偶者間における子に関する話し合いの頻度を確挺しておきたい。

母親・父親 Q28rあなたは、配偶者とお子さんのことで、どれくらい話し合うことがありますかJ
，.幌】E慣賓とS国平さんのことでどれ"い舘し合うことがあリますか

0.2 
4.4 

2.> 
1.1 ロよ，.，倉う

ロ崎町札前

ロ"''''IHl.jきわ"ぃ
ロ"とんど2話し合わ敏い

..偶智憎い""

ロわか拙い

..圏各

[グラフ 19] 

【父.，岡山予山こ甘どれ伽筒し院とがめ'Jf:'ttJ>一「

0.9 
0.9 

2.2 ロ"隠し合う

ロときどき稲し倉ラ

ロa附隠し倉同い
。!審とんど.，合わUい

・E備宥"ぃ"ぃ
ロ鯛園管

【ゲラフ 20]

話し合う機会があるとする回答(rよく話し合うJ及び 「ときどき話し合つJ)が全体の8出lを超えていること
は、 干に対する話し合いの頗度と数値としてはほぼ一致している。ところで、聞い、は両親ともに「話し合う」と

なっているので、配偶者間で会話が成立していることが前提となる。 しかし配偶者によってその頗度に対する感

覚が異なる結果が出ており、この点は興味深い。具体的には母親は 「よく話し合う」と「ときどき話し合うJの
訓告が描抗しているのに対して、父親については「ときどき話し合う jの苦十告が「よく話し合うjの割合の2倍

以上となっている.この結果からは話す内容がおなじであっても、母車4は事前に準備し、その確認を怠っていな
いことのあらわれなのか、父親は意見を主張しきれずに物足りないまま話し合いが終わることが多いということ

なのか、などさらなる分析が求められよう。

N おわりに

本捌査の実胞にあたっては、全国の自治体そして何よりも調査員の質問にご図書いただいた全国の子のある世

併の方々のご協力が欠かせないものであった。この場を借りて御礼申し上げたい。なお今回の捌査データは「兵

長11教育大学教育 ・社会開査研究センターデータ アーカイヴJ(http://www.essrc-hyogo.u.jp!)に収録され、

多くの方によって分析されることになる。本報告書は単純集計の結巣の概鋭にとと'まっているが、今後本調査の

ローデータが多くの方々によって分析され、あらたな知見がもたらされることも期持される。今後予想されるで

あろう成果が、この制査にご協力いただいた多くの方々に広く還元されるよう、 fデータ アーカイヴ」のさらな

る充実に努めてまいりたい。
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V.単純集計表
※各裂のパーセ〆テージは小数点以下2桁を四治五入しているため 合計が 100%とならない渇合がある.

1 小学生票
2 中高生票
3 母親r;~
4 父続票



1 .小学生票

【小学生]Q4.満足度 総数 不満 やや不満 やや満足 満足 わからない 無回答

a勉強のこと 224 7 31 125 50 11 o 
{也) 100 3.1 13.8 55.8 22.3 4.9 。
b.性格の』と 224 7 48 99 44 26 。
{百) 100 3.1 21.4 44.2 19.6 11.6 。
C.友だちゃ仲間の』と 224 5 9 52 152 8 。
{百) 100 2.2 4.0 23.2 67.9 2.7 。
d.日常の生活態度のこと 224 10 52 85 64 13 o 
(百) 100 4.5 23.2 37.9 28.6 5.8 o 

【小学生】Q5.生活時間 0分
1分-30 30分-1 1時間-2 2時間-311寺 3時間-4時 4時間-5時
分未満 時間朱満 時間未満 間未満 間朱満 問未満

(a)学校でする以外の勉強 13 26 97 146 52 11 6 

{時) 3.7 7.3 27.4 41.2 14.7 3.1 1.7 

(b)ナレピをみる 2 21 95 107 81 23 

(目) 0.6 0.3 5.9 26.8 30.2 22.9 6.5 

(c)コンビュータゲームをす
84 21 61 124 46 9 4 

る

(%) 23.7 5.9 17.2 35 13 2.5 1.1 

(d)公園などでの外遊び 71 12 52 98 72 31 9 

(首) 20.1 3.4 14.7 27.7 20.3 8.8 2.5 

(8)お父さんと一緒に過ごす 51 15 39 69 59 56 27 

(%) 14.4 4.2 11 19.5 16.7 15.8 7.6 

(f)お母さんと一緒に過ごす 6 3 23 28 59 61 

(首) 1.7 0.3 0.8 6.5 7.9 16.7 17.2 

5時間-6 6時間-7 7時間-8 8時間-9 9時間-10
10時間以上 無回答 総数

時間未満 時間朱満 時間未満 時間未満 時間朱満

(a)学校でする以外の勉強 。 2 。 。 o 。 354 

{百) 。 0.6 。 。 。 0.3 。 100 

(b)γレピをみる 20 2 。 。 。 354 

(同) 5.6 0.6 。 。 0.3 0.3 。 100 

(c)コンピュータゲームをす
2 。 。 o 。 2 354 

る

{時) 0.6 0.3 。 。 。 。 0.6 100 

(d)公鹿などでの外遊び 6 。 。 o 。 2 354 

(目) 1.7 0.3 。 。 o 。 0.6 100 

(8)お父さんと一緒に過ごす 12 3 。 o 。 22 354 

(%) 3.4 0.8 0.3 。 o 。 6.2 100 

(のお母さんと一緒に過ごす 80 37 23 18 2 7 6 354 

{覧) 22.6 10.5 6.5 5.1 0.6 2 1.7 100 

0.4 
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【小学生】Q7.性質(a)最も重要

あきらめない
男の子らし

友だちと仲よく 両親のいうこと 思いやりがあ
礼儀正しい

で努力する
い・女の子ら

する をよく聞く る
しい

総数 18 56 2 64 14 26 

{首) 8.0 25.0 0.9 28.6 6.3 11.6 

好奇心がある
先生のいうこ

自分の事は

(いろいろなこと
とをよく聞く

自分で決め 元気がよい 無回答 総数

に興味をもっ) る

総数 7 4 10 22 224 

(首) 3.1 1.8 4.5 9.8 0.4 100 

【小学生】Q7.性質(b)2番目に重要

あきらめな
男の子らしい・ 友だちと仲よく 両親のいうこと 思いやりがあ

礼儀正しい いで努力す
女の子らしい する をよく聞く る

る

総数 25 40 4 37 30 18 

(弛) 11.2 17.9 1.8 16.5 13.4 8.0 

好奇心がある 先生のいう
自分の事iま自

(いろいろなこと ことをよく聞
分で決める

元気がよい 無回答 総数

に奥味をもっ) く

総数 7 11 19 32 224 

(%) 3.1 4.9 8.5 14.3 0.4 100 

[/J、学生】Q7.性質(c)最も重要でない

礼儀正しい
あきらめないで 男の子らしい・ 友だちと仲よく 両親のいうこと 思いやりがあ

努力する 女の子らしい する をよく聞く る

総数 5 5 99 2 5 4 

{百) 2.2 2.2 44..2 0.9 2.2 1.8 

好奇心がある
先生のいうこと 自分の事は自

(いろいろなこと
をよく聞く 分で決める

元気がよい 鎌田答 総数

に興味をもっ)

総数 23 5 15 21 40 224 

(首) 10.3 2.2 6.7 9.4 17.9 100 

【小学生】Q8.性質(a)最も身につけたくない

さわがしい
言葉づかいが 親の言う』とを

怒りっぽい
人をからかう』 ものごとに集

悪い きかない とが多い 中できない

総数 12 24 20 28 28 24 

{首) 5.4 10.7 8.9 12.5 12.5 10.7 

落ち着きがない 文句が多い ずるい ひがみっぽい 無回答 総数

総数 14 13 53 6 2 224 

(首) 6.3 5.8 23.7 2.7 0.9 100 

【小学生】Q8.性質(b)2番目に身につけたくない

さわがしい
冨薬づかいが 親の員う』とを

怒りっぽい
人をからかう」 ものごとに集 落ち着きがな

悪い きかない とが多い 中できない し、

総数 23 18 23 34 25 17 17 

(弘) 10.3 8.0 10.3 15.2 11.2 7.6 7.6 

文句が多い ずるい ひがみつlまい 無回答 非該当 総数

総数 21 25 17 2 2 224 

{首) 9.4 11.2 7.6 0.9 0.9 100 
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16 

7.1 

17 

7.6 

していないこと

がときとをある

67 

29.9 

57 

25.4 

だいたいしている

85 

37.9 

だいたいしている

87 

38.8 

【小学生】Q11ー1.父親から叱られた時に思う事

総数 そう思う そう思わない

a.なるほど、もっともだと思う 224 25 150 

{弘) 100 11.2 67.0 

b.いうとおりにしていれば間
224 61 109 

違いないと思う

(弘) 100 27.2 48.7 

C.子どもを信頼して見守ってく
224 91 74 

れないかと思う

(弘) 100 40.6 33.0 

d うるさいなと思う 224 130 62 

(自) 100 58β 27.7 

。.自分たち中心で、私の』と
224 169 20 

Iま考えてくれないと思う

{時) ~ 75.4 8.9 

【小学生】Q11-2.母親から叱られた時に思う事

総数 そう忍う そう思わない

a.なるほど、もっともだと思う 224 22 178 

{唱) 100 9.8 79.5 

b.いうとおりにしていれば問
224 59 126 

違いないと思う

(弘) 100 26.3 56.3 

C.子どもを信頼して見守ってく
224 108 77 

れないかと思う

{首) 100 48.2 34.4 

d.うるさいなと思う 224 126 85 

(出) 100 56.3 37.9 

。.自分たち中心で、私のこと
224 186 21 

iま考えてくれないと思う

(弘) 100 83.0 9.4 

ときどき話す |あまり話さない

105 I 74 I 22 

46.9 I 33.0 I 9.8 

よく話す |ときどき話す |あまり話さない

2但 15I 2 

90.2 I 6.7 I 0.9 

19 

わからない 無回答

32 17 

14.3 7.6 

37 17 

16.5 7.6 

43 16 

19.2 7.1 

16 16 

7.1 7.1 

19 16 

8.5 7.1 

わからない 無回答

20 4 

8.9 1.8 

35 4 

15.6 1.8 

36 3 

16.1 1.3 

10 3 

4.5 1.3 

14 3 

6.3 1.3 



【小学生】Q15.あてはまる人(復数回答)

総数 お父さん お母さん 友だち 学校の先生
塾や習い事

その他の人 誰もいない 篠田答
などの先生

B.あなたの心配事や悩みご
224 84 164 123 52 8 7 o 。

とを聞いてくれる人

{弘) 100 37.5 73.2 54.9 23.2 2.7 3.1 0.0 0.0 

b.一緒にいて楽しい人 224 72 83 211 28 12 22 。
(目) 100 32.1 37.0 94.2 12.5 5.4 9.8 0.0 0.0 

c.あなたに助員やアドヴァイ
224 103 143 68 112 33 14 6 。

スをしてくれる人

{百) 100 46.0 63.8 30.4 50.0 14.7 6.3 2.7 。。
d.あなたの能力や努力を評

224 90 139 55 120 51 14 o 。
価してくれる人

(唱) 100 40.2 62.1 24.6 53.6 22.8 6.3 0.0 0.0 

【小学生】Q16-1.父親の態度 」
総数 ほとんどない あまりない ときどきある よくある わからない 無回答

B.頑張ったとき、よくやった
224 4 29 73 98 5 

ねと言ってほめてくれる

{首) 100 1.8 12.9 32.6 43.8 2.2 6.7 

b.落ち込んでいると心毘して
224 22 39 71 61 16 15 

元気づけてくれる

{首) 100 9.8 17.4 31.7 27.2 7.1 6.7 

c.ナストの点や成績が悪いと
224 125 59 16 8 15 

冷たくされる

{百) 100 55.8 26.3 7.1 0.4 3.6 6.7 

d.私のしたい』とを自由にさ
224 62 69 51 14 13 15 

せてくれない

{首) 100 27.7 30.8 22.8 6.3 5.8 6.7 

e.私の』とをわかろうとしな
224 105 63 19 7 14 16 

い

{弘) 100 46.9 28.1 8.5 3.1 6.3 7.1 

t頭ごなしにダメといわずに
224 20 31 84 57 17 15 

話し合ってくれる

(目) 100 8.9 13.8 37.5 25.4 7.6 6.7 

g.私が親に口答えしても何も
224 74 65 37 15 17 16 

言わない

{世) 100 33.0 29.0 16.5 6.7 7.6 7.1 
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【小学生]Q16-2.母親の態度

総数 ほとんどない

a.頑張ったとき、よくやった
224 5 

ねと言ってほめてくれる

{現) 100 2.2 

b.落ち込んでいると心寵して
224 14 

元気づけてくれる

(首) 100 6.3 

c.テストの点や成績が悪いと
224 128 

冷たくされる

(首} 100 57.1 

d.私のしたい』とを自由にさ
224 74 

せてくれない

{首) 100 33.0 

。.私のことをわかろうとしな
224 117 

L、
{百) 100 52.2 

正頭ごなしにダメといわずに
224 22 

話し合ってくれる

~ 100 9.8 

【小学生】Q17-1.父親の存在

総数 そう思う
そう忠 わか

わない らない

a.尊敬できる

(弘)

b.友だちのよ

うである

(%) 

c.やさしい

{首)

総数

(%) 

224 

100 

224 

100 

224 

100 

18 169 21 

8.0 75.4 9.4 

121 67 20 

54.0 29.9 8.9 

26 170 12 

11.6 75.9 5.4 

あまりない

8 

3.6 

12 

5.4 

61 

27.2 

62 

27.7 

66 

29.5 

22 

9.8 

無固

答

16 

7.1 

16 

7.1 

16 

7.1 

ときどきある よくある わからない 無回答

67 139 4 

29.9 62.1 0.4 1.8 

78 107 9 4 

34.8 47.8 4.0 1.8 

22 5 4 4 

9.8 2.2 1.8 1.8 

69 10 5 4 

30.8 4.5 2.2 1.8 

19 5 13 4 

8.5 2.2 5.8 1.8 

93 76 7 4 

41.5 33.9 3.1 1.8 

【小学生】Q17-2.母親の存在

総数
勉強や進学・ 職業などの 家族の』 友だちゃ{中

受験のこと 将来のこと と 聞のこと

a.尊敬できる 224 21 184 16 3 

{弘) 100 9.4 82.1 7.1 1.3 

b.友だちのよう
224 121 87 13 3 

である

{唱) 100 54.0 38.8 5.8 1.3 

c.やさしい 224 22 191 8 3 

{百) 100 9.8 85.3 3.6 1.3 
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【小学生】Q20.家庭の様子

総数 そう恩わない
どちらかといえ どちらかとい

そう思う わからない 無回答
Iまそう恩わない えばそう思う

a.家庭は、たいへんあたたかい感じがする 224 11 5 59 139 8 2 

{首) 100 4.9 2.2 26.3 62.1 3.6 0.9 

b.親にさからう』とは許されない 224 36 43 59 64 21 

(%) 100 16.1 19.2 26.3 28.6 9.4 0.4 

c.ほしいものは、たいてい買ってもらえる 224 58 69 57 29 9 2 

(首) 100 25.9 30.8 25.4 12.9 4.0 0.9 

d.お父さんとお母さんは、たいへん仲がよい 224 12 25 64 79 27 17 

(也) 100 5.4 11.2 28.6 35.3 12.1 7.6 

。.お父さんやお母さんに、たたかれることがよくある 224 111 53 34 15 8 3 

(弘) 100 49.6 23.7 15.2 6.7 3.6 1.3 

高学大期短
専

総数

(弘)

30 

13.4 

【小学生】Q24負の行動

総数 ない ときどきある よくある わからない

a.おもいきりあばれまわりたい 224 120 77 22 5 

(%) 100 53.6 34.4 9.8 2.2 

b.なんでもないのにイフイラする 224 150 58 13 3 I 
{首) 100 67.0 25.9 5.8 1.3 

cなんとなく大声を出したい 224 140 59 22 3 

{百) 100 62.5 26.3 9.8 1.3 

d.すぐ不安になる 224 127 74 20 3 

{百) 100 56.7 33.0 8.9 1.3 

。.何もやる気がしない 224 119 86 16 3 

〈弘) 100 53.1 38.4 7.1 1.3 

f.仲間に入れてもらえないと感じる 224 168 44 9 3 

(首) 100 75β 19.6 4.0 1.3 

【小学生】Q25.よくする手伝い

自分の部屋
洗たくもの(/ま

食事の配ぜんや ゴミを 買い物など
ふとんのあげ

お風呂の 何もし
総数
のそうじ

す、たたむ、し
後片付け 出す のおっかい

おろし、ベッド
そうじ

その他
ない

無回答
まうなど) をととのえる

総数 224 7 24 75 8 11 6 44 30 18 

{弛) 100 3.1 10.7 33.5 3.6 4.9 2.7 19.6 13.4 8.0 0.4 I 
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総数

{弘)

【小学生】Q27.8.親の意見にはできるかぎり従うべきだ

どちらかと
どちらかとい

総数 そう思わない いえIまそう
えiまそう思う

息わない

総数 224 9 12 82 

{弛) 100 4.0 5.4 36.6 

【小学生】Q27.b.男は外で鋤き、女は家庭を守るべきだ

どちらかと
どちらかとい

総数 そう思わない いえIまそう
えばそう思う

思わない

総数 224 40 40 40 

{百) 100 17.9 17.9 17.9 

【小学生】Q28.学校へ通う目的(a)最も重要

基礎的な学
自分の得意なことや自分

総数 カを身につ
に合うことをみつける

iする

総数 224 110 33 

{首) 100 49.1 14.7 

54 49 

24.1 21.9 

そう思う わからない 無回答

104 16 

46.4 7.1 0.4 

そう思う わからない 無回答

50 52 2 

22.3 23.2 0.9 

先生の人柄や生 楽しいときを
友だちをつくる

き方から学ぶ 過ごす

59 6 14 

26.3 2.7 6.3 

友だちをつくる
先生の人柄や生

き方から学ぶ

68 22 

30.4 9.8 

満足

126 

10.3 31.3 56.3 

利用していないし、今後も

利用したいとは恩わない

94 

42.0 

無回答

2 

0.9 

無回答

0 

0.0 



【小学生】Q30-4.携帯電話の使用による変化

該当者
あてはまら あまりあて ややあて

あてはまる わからない 無回答
ない はまらない はまる

B.友だちともっと貌
34 18 2 8 5 2 

しくなった

(弘) 100 52.9 5.9 17.6 14.7 5.9 3.0 

b.しばられていると
34 23 3 3 3 

感じることがある

(首) 100 67.6 8.8 8.8 3.0 8.8 3.0 

C.家族ともっと親し
34 14 4 7 3 5 

くなった

(%) 100 41.2 11.8 20.6 8.8 14.7 3.0 

d.つきあう範聞が
34 18 2 4 5 4 

広くなった

(首) 1∞ 52.9 5.9 11.8 14.7 11.8 3.0 
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2.中高生票

総数

(坦)

【中高生】Q6.性質(a)最も重要

総数

(弘)

総数

{首)

総数

389 

100 

礼儀正し
L、
80 

20.6 

何事かを成

し遂げようと

努力する

76 

19.5 

【中高生】Q6.性質(c)最も重要でない

男の子らし 他の人と 両親のい 他人に思

い・女の子ら 協調でき うことをよ いやりが
しL、 る く聞く ある

2 22 9 103 

0.5 5.7 2.3 26.5 

|相官-h，:ot:.，;It， l田17¥.::2こと |品17¥1 .J- |帯血17¥1¥ |抽 11ー田 l担車

総数

{百)

総数

{首)

【中高生】Q7.佐賀(b)2番目に身につけたくない

総数

(百)

25 

無回答

好奇心が
先生のい

ある
うことをよ

〈聞く

18 7 

4.6 1.8 

0 

0.0 

自分の事

iま自分で

決める

51 

13.1 

lt止17¥1¥ l由品m 宣 l

l*~ ln-hf 

元気がよ

い

21 

5.4 

無回

答

0 

0.0 

無回

答

o 
0.0 

無恩

答

44 

11.3 

鎌田

答

o 
0.0 

無回

答

2 

0.5 

無回

答

。
0.0 



【中高生】Q8.父親はふだん員っている』とを自分でもしているか

総数
していないこ

とがよくある

総数 389 38 

(弛) 100 9.8 

していないこと

がときどきある

118 

30.3 

99 

25.4 

だいたいし

ている

149 

38.3 

している わからない 無回答

46 16 22 

11.8 4.1 5.7 

【中高生】Q10-1.父親から叱られた時に忍う事 【中高生】Q10-2.母親から叱られた時に思う事

総数 そう思う

a.なるほど、もっと
389 218 

もだと思う

(弛) 100 56.0 

b.いうとおりにして
389 121 

いれば間違いない

{也) 100 31.1 

C.子どもを信頼し

て見守ってくれな 389 145 

いかと思う

(弘) 100 37.3 

d.うるさいなと忍う 389 187 

{百) 100 48.1 

e.自分たち中心

で、私のことは考 389 44 

えてくれないと思う

(目) 100 11.3 

そう思 わから
無回答

わない ない

108 40 23 
aなるほど、もっと
もだと思う

27.8 10.3 5.9 {首)

201 45 22 
b.いうとおりにして

いれば間違いない

51.7 11.6 5.7 (首)

C.子どもを信頼し

186 35 23 て見守ってくれな

いかと思う

47.8 9.0 5.9 (百)

164 15 23 d.うるさいなと思う

42.2 3.9 5.9 (弘)

。.自分たち中心

304 18 23 で、私のことは考

えてくれないと思う

78.1 4.6 5.9 (%) 

あまり話さない |ほとんど話さない

58 I 20 

14.9 I 5.1 

あまり話さない |ほとんど怒さない

85  

2.1 I 1.3 
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総数 そう思う
そう思

わない

389 256 93 

100 65.8 23.9 

389 155 184 

100 39.8 47.3 

389 151 200 

100 38.8 51.4 

389 183 183 

100 47.0 47.0 

389 38 329 

100 9.8 84.6 

わから 無回

ない 答

32 8 

8.2 2.1 

42 8 

10.8 2.1 

30 8 

7.7 2.1 

14 9 

3.6 2.3 

13 9 

3.3 2.3 



【中高生】Q15.あてはまる人

総数 お父さん お母さん 友だち 学校の先生
塾や習い事な

その他の人 誰もいない 無回答
どの先生

a.あなたの心配事や悩
389 110 220 301 58 19 34 16 

みごとを聞いてくれる人

(百) 100 28.3 56.6 77.4 14.9 4.9 8.7 4.1 0.8 

b.ー績にいて楽しい人 389 53 79 371 16 24 25 5 

{弘) 100 13.6 20.3 95.4 4.1 6.2 6.4 1.3 0.3 

C.あなたに助言やアドヴ
389 169 233 192 181 66 33 5 2 

アイスをしてくれる人

(百) 100 43.4 60.0 49.4 46.5 17.0 8.5 1.3 0.5 

d.あなたの能力や努力
389 150 193 150 208 67 27 24 

を評価してくれる人

(覧) 100 38.6 46.6 38.6 53.5 17.2 6.9 6.2 0.3 

【中高生】Q16-1.父親の態度

総数
ほとんどな

あまりない ときどきある よくある わからない 無回答
い

a頑張ったとき、よくやっ
389 25 60 164 110 9 21 

たねと言ってほめてくれる

{百) 100 6.4 15.4 42.2 28.3 2.3 5.4 

b.落ち込んでいると心配し
389 43 100 128 83 14 21 

て元気づけてくれる

(自) 100 11.1 25.7 32.9 21.3 3.6 5.4 

C. Tストの点や成績が悉
383 202 102 32 14 12 21 

いと冷たくされる

{弘) 100 52.7 26.6 8.4 3.7 3.1 5.5 

d.私のしたい』とを自由に
389 141 115 70 33 6 24 

させてくれない

(百) 100 36.2 29.6 18.0 8.5 1.5 6.2 

。.私の」とをわかろうとし
389 163 118 54 11 20 23 

ない

{首) 100 41.9 30.3 13.9 2.8 5.1 5.9 

f.頭ごなしにダメといわず
389 47 72 128 105 16 21 

に話し合ってくれる

(覧) 100 12.1 18.5 32.9 27.0 4.1 5.4 

g.私が貌に口答えしても
389 125 140 69 17 16 22 

何も言わない

(百) 100 32.1 36.0 17.7 4.4 4.1 5.7 
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【中高生】Q16-2.母親の態度

総数
ほとんどな

あまりない ときどきある よくある わからない 無回答
い

a.頑強ったとき、よくやっ
389 15 40 154 164 3 13 

たねと量ってほめてくれる

(嘗) 100 3.9 10.3 39.6 42.2 0.8 3.3 

b.落ち込んでいると心配し
389 19 68 152 126 11 13 

て元気づけてくれる

(也) 100 4.9 17.5 39.1 32.4 2.8 3.3 

C.テストの点や成績が悉
383 191 118 41 14 6 13 

いと冷たくされる

(弘) 100 50.0 30.8 10.7 3.7 1.6 3.4 

d.私のしたい』とを自由に
389 149 105 95 21 6 13 

させてくれない

(弘) 100 38.3 27.0 24.4 5.4 1.5 3.3 

e私の』とをわかろうとし
389 181 121 49 11 13 14 

ない

(首) 100 46.5 31.1 12.6 2.8 3.3 3.6 

f.頭ごなしにダメといわず
389 37 62 149 113 14 14 

に話し合ってくれる

{弘) 100 9.5 15.9 38.3 29.0 3.6 3.6 

g.私が貌に口答えしても
389 147 154 49 13 11 15 

何も言わない

(首) 100 37.8 39.6 12.6 3.3 2.8 3.9 

【中高生】Q17-1.父親の存在 【中高生】Q17-2.母毅の存在

総数 そう思う
そう思わ わから

無回答
ない ない

総数 そう思う
そう思わ わからな 無回答 1 
ない し、

a.尊敬できる 389 258 73 36 22 a.尊敬できる 389 264 87 32 8 

(百) 100 66.3 18.8 9.3 5.7 {目) 100 67.9 22.4 8.2 1.5 

b.友だちのよ
389 76 266 24 

うである

b.友だちのよ
389 149 215 17 8 

うである

(也) 100 19.5 68.4 6.2 5.9 {弘) 100 38.3 55.3 4.4 2.1 

C.やさしい 389 281 64 21 23 C.やさしい 389 324 34 22 9 

(首) 100 72.2 16.5 5.4 5.9 (百) 100 83.3 8.7 5.7 2.3 

d.厳しい 389 205 138 24 22 d.厳しい 389 215 142 23 91 

(百) 100 52.7 35.5 6.2 5.7 (弘) 100 55.3 36.5 5.7 ~ 
23 
【5.91Q18.父親との関係

どちらかといえ どちらかとい

iま悪い えば良好

総数 389 I 8 I 27 169 

(首) 100 I 6.9 43.4 

【中高生】Q19.母親との関係

どちらかといえ どちらかとい

lま悪い えiま良好

総数 12 137 

(也) 3.1 35.2 
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【中高生】Q20.家庭の様子

総数
そう恩 どちらかといえ どちらかとい

そう思う わからない 篠田答
わない lまそう恩わない えばそう思う

a.家庭i玄、たいへんあた
389 12 29 

たかい感じがする
139 199 10 o 

(%) 100 3.1 7.5 35.7 51.2 2.6 0.0 

b.貌にさからうことは許さ
389 115 110 111 36 16 

れない

(首) 100 29.6 28.3 28.5 9.3 4.1 0.3 

c.ほしいものは、たいてい
389 124 140 95 25 4 

買ってもらえる

(百) 100 31.9 36.0 24.4 6.4 1.0 0.3 

d.お父さんとお母さんは、
389 22 39 160 124 20 24 ; 

たいへん仲がよい

(弛) 100 5.7 10.0 41.1 31.9 5.1 6.2 

8.お父さんやお母さんに、
389 250 92 36 4 4 3 

たたかれることがよくある

(目) 100 64.3 23.7 9.3 1.0 1.0 0.8 

【中高生】Q23.人生への期待

総数 そう思わない
どちらかといえ どちらかといえ

そう思う わからない 無回答
ばそう思わない ばそう思う

a.経済的に豊かになる 389 28 65 160 117 19 o 
(見) 100 7.2 16.7 41.1 30.1 4.9 0.0 

b.社会的な地位を得る 389 60 124 132 45 28 01 

(日) 100 15.4 31.9 33.9 11.6 7.2 。。
c.幸福な家庭を築く 389 11 18 115 233 12 。
(時) 100 2.8 4.6 29.6 59.9 3.1 0.0 

d.じぶんの個性や趣味
389 8 30 109 228 14 。

を生かした生活をする

(%) 100 2.1 7.7 28.0 58.6 3.6 0.0 

8.社会のために尽くす 389 26 77 176 84 26 。
(也) 100 6.7 19.8 45.2 21.6 6.7 0.0 
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【中高生】Q25.負の行動
総数 めったにない あまりない ときどきある よくある わからない 無回答

a.おもいきりあばれまわりたい 3891 1591 1101 891 241 71 0 

(也)10o1 40.9 1 28.3 1 22.9 1 6.2 1.8O.0  

b.なんでもないのにイライラする 389 1 127 1281  1131 191 21 0 

{覧)1001 32.6 1 32.9 1 29.0 1 4.9 1 0.5 1 0.0 

C.なんとなく大声を出したい 389 1 137 1 116 1 105 25 1 6 1 0 

(弘)10o1 35.2 1 29.8 1 27.o 1 6.41.51  0.0 

d.すぐ不安になる 389104  1 121 1 108 53 1 3 1 0 

(弘)10026.71 31.1 1 27.8 1 13.6 1 0.80.0 

e.何もやる気がしない 389 1 101 1 116 1301  38 1 3 1 

(也)10026.o1 29.8 1 33.4 1 9.8 1 0.8 1 0.3 

f.仲間に入れてもらえないと感じる 389 1 177 1 139 1 56 1 10 1 6 1 

(弘)1001 45.5 1 35.7 1 14.4 1 2.6 1 1.5 1 0.3 

g.疲れやすい 389 1 76 1 86 1 135 87 1 3 1 2 

(首)10o1 19.5 1 22.134.7  1 22.4 1 0.8 1 0.5 

h.夜、隠れない 389 1 192 1 105 64 24 1 410  

(百) 100 49.4 型旦 L _. 16.5 I 6.2 I 1.0 I 0.0 

【中高生】Q26.家の手伝いの頻度

総数 まったくしない 月lこ1日程度 週!こ1日程度 遇!こ3日程度 lまlま毎日

a.料理

(話)

b.食事の毘謄や後片付け

(百)

C.掃除

(世)

d.洗たく{含む洗たく物をたたむ、しまうなど)

~ 

総数

(也)

【中高生】Q27ー1.行っている塾や晋い事

389 

100 

389 

100 

389 

100 

389 

100 

209 86 

53.7 22.1 

79 43 

20.3 11.1 

160 96 

41.1 24.7 

187 67 

48.1 17.2 

， 59 21 13 

15.2 5.4 3.3 
42 68 156 

10.8 17.5 40.1 

94 23 16 

24.2 5.9 4.1 

61 39 34 

15.7 10.0 8.7 

無回答

1 

0.3 

0.3 。
0.0 

0.3 

|該当者|地|一話I~~ノ…|バレエダン水泳臓な| 絵ート::: ;..I\:~~~~ :.::.:::..:::， ..~'U~ ， ~，-~.~ I ~* 叫ん仇|細答
| などの語学 |リンなどの音楽 |スなどの踊り|どのスポーツ I.. -，- I t~ëO)~{ijif I、

総数 389 I 122 I 24 I 44 I 5 I 27 I 13 I 0 I 0 I 9 I 154 
側 100I 31.4 I 6.2 I 11.3 I 1.3 I 6.9 I 3.3 I 0.0 I ω2.3  I 39.6 
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【中高生】Q28.親子・男女の役割分担

総数
そう思 どちらかといえ どちらかといえ

そう思う わからない 無回答
わない ばそう思わない ばそう思う

a.親の意見にはできるかぎ
389 29 101 166 76 15 2 

り従うべきだ

0.5 (%) 1α。 7.5 26.0 42.7 19.5 3.9 

b.子どもは貌から経済的に
389 19 99 161 75 33 2 

早〈独立するべきだ

0.5 {也) 1∞ 4.9 25.4 41.4 19.3 8.5 

c.子どもは年老いた親を養
389 12 35 158 151 31 2 

うべきだ

0.5 (百) 100 3.1 9.0 40.6 38B 8.0 

d.男iま外で働き、女!ま家庭
389 139 114 70 36 28 2 

を守るべきだ

0.5 (首) 100 35.7 29.3 18.0 9.3 7.2 

8.小さい時に世話をするの
389 139 112 154 73 14 2 

は母親でなければならない

0.5 (也) 100 35.7 28.8 19.5 10.8 4.6 

無回

答

総数

{也)

51 

13.3 0.3 

総数

(也)

56 

14.7 

242 

62.2 

98 

25.2 

も
、
-
M

刊一
日

後
N
W

一
1

今
糾
一

し
思
一

い
は
一

な
と
一

a
b
-
-
w
-

て
た
一

し
し
一

用
用
一

事
事
一

利用していないが、近いう

ちに利用してみたい
利用している
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【中高生】Q33-2.携帯電話での通話目的と頻度

該当者 使わない
月に1 月に1日 週!こ1日

週!こ3日以上 lまlま毎日
わからな

費量回答
日未満 以上 程度 L、

a.家族との事務約
242 26 18 26 72 56 41 2 

な伝言・伝達

(覧) 100 10.7 7.4 10.7 29.8 23.1 16.9 0.8 0.4 

b.家族との個人的
242 124 24 24 38 14 13 3 2 

なコミュニケーション

{弘) 100 51.2 9.9 9.9 15.7 5.8 5.4 1.2 0.8 

C.友人との事務的
242 41 26 33 35 60 43 3 

な伝言・伝達

(百) 100 16.9 10.7 13.6 14.5 24.8 17.8 1.2 0.4 

d.友人との個人的
242 45 15 26 32 51 69 2 2 

なコミュニケーション

(也) 100 18.6 6.2 10.7 13.2 21.1 28.5 0.8 0.8 

【中高生】Q33-3.携帯電話でのメールの使用目的と頻度

該当者 使わない
月I二1 月!こ1臼 還に1

週!こ3日以上 ほiま毎日
わからな

無回答
日未満 以上 日程度 い

a.家族との事務的
242 42 18 24 57 49 47 3 2 

な伝言・伝逮

{也) 1∞ 17.4 7.4 9.9 23.6 20.2 19.4 1.2 0.8 

b.家族との個人的
242 109 23 27 36 21 23 2 

なコミュニケーション

(覧) 100 45.0 9.5 11.2 14.9 8.7 9.5 0.8 0.4 

C.友人との事務的
242 14 9 17 41 75 83 2 

な伝言・伝達

{目) 100 5.8 3.7 7.0 16.9 31.0 34.3 0.8 0.4 

d.友人との個人的
242 9 7 15 62 146 

なコミュニケーション

(弘) 100 3.7 0.4 2.9 6.2 25.6 60.3 0.4 0.4 

【中高生】Q33-4.携帯電話の使用による変化

該当者 あてはまらない あまりあてはまらない ややあてはまる あてはまる わからない 無回答

a.今までの友だち
242 36 22 85 94 4 

関係が密になった

(%) 100 14.9 9.0 35.1 38.8 1.7 0.4 

b.しばられていると
242 148 59 25 8 3 

感じることがある

(弘) 100 61.2 24.4 10.3 2.5 1.2 0.4 

C.家族ともっと親し
242 95 82 49 9 8 

くなった

(弘) 100 39.3 33.9 20.2 3.7 2.5 0.4 

d.つきあいの範囲
242 24 21 66 129 

が広がった

(也) 100 9.9 8.7 27.3 53.3 0.4 0.4 
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3.母親票

104 

19.8 

131 

25.0 

65 
12.4 
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【母親】06.子どもと一緒に過ごす時間(1)平日

1分~ 30分~ 1時間~ 2時間~ 3時間~ 4時間~0分
30分未満 1時間未満 2時間未満 3時間朱満 4時間未満 5時間未満

総数 。 o 15 36 48 78 91 総数

{覧) 0.0 0.0 2.9 6.9 9.2 14.9 7.4 

5時間~ 6跨間~ 7時間~ 8時間~ 9時間~
10持問以よ 無回答

6時間未満 7時間朱満 8時間未満 9時間朱満 10時間未満

総数 125 70 24 19 8 9 3 524 

{也) 23.9 13.3 4.6 3.6 1.1 1.7 0.5 100 

【母親】06.子どもと一緒に過ごす時間(2)休日

。分
1分~ 30分~ 1時間~ 2時間~ 3時間~ 4時間~
30分未満 1時間未満 2時間未満 3時間未満 4時間未満 5時間未満

総数 。 。 3 18 24 29 31 
総数

(首) 0.0 0.0 0.6 3.4 4.6 5.5 5.9 

5時間~ 6時間~ 7時間~ 8時間~ 9待問~
10持間以上 無回答

6時間朱満 7時間未満 8時間未満 9時間朱満 10時間未満

総数 39 41 26 44 15 245 9 524 

(弘) 7.4 7.8 
」

5.0 8.4 2.9 46.8 1.7 100 

【母親】07.子どもと一緒にする事

総数
ほとんど 月に1日 月に1日 週iこ1日 週iこ38 iまiま毎

わからない 無回答
ない 未満 以上 程度 以よ 日

a.一緒に朝食をとる 524 104 2 8 51 50 310 。
(弘) 100 19.8 0.4 1.1 9.7 9.5 59.2 0.2 0.0 

b.一緒に夕食をとる 524 21 3 14 61 423 。
(也) 100 4.0 0.2 0.6 2.7 11.6 80.7 。。 0.2 

cレジャーのために
524 106 92 175 126 7 13 4 

一緒に外出する

(百) 100 202 17.6 33.4 24.0 1.3 2.5 0.8 0.2 

d.自宅で一緒に
524 131 58 78 137 64 51 5 。

レジャーや趣味を楽しむ

(目) 100 25.0 11.1 14.9 26.1 12.2 9.7 1.0 0.0 
」
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【母親】Q8.子どもにしてあげている人

ほとんど
どちらか あなたと配偶 どちらかとい

ほとんど どちらもしな わから 無固
総数

あなた
といえば 者が同じくら えlま

配偶者 い・必要ない ない 答
あなた L、 配偶者

a.身の回りの蛍
524 409 63 12 3 2 33 。 2 

話をする

(同) 100 78.1 12.0 2.3 0.6 0.4 6.3 0.0 0.4 

b.しつけをする 524 202 127 162 12 3 16 。 2 

(弘) 100 38.5 24.2 30.9 2.3 0.6 3.1 0.0 0.4 

C.勉強を教える 524 142 83 62 34 20 174 2 7 

(弘) 100 27.1 15.8 11.8 6.5 3.8 33.2 0.4 1.3 

d.遊び相手をす
524 90 80 101 55 25 165 。 8 

る

(%) 100 17.2 15.3 19.3 10.5 4.8 31.5 0.0 1.5 

。.進路の相談
524 147 113 177 17 16 39 9 8 

相手になる

(%) 100 28.1 21.6 33.8 3.2 3.1 7.4 1.7 1.1 

f.悩み事の相談
524 197 145 116 10 9 39 5 3 

相手になる

(弘) 100 37.6 27.7 22.1 1.9 1.7 7.4 1.0 0.6 

g.生活費を負担
524 46 4 83 87 296 6 。 2 

する

(目) 100 8.8 0.8 15.8 16.6 56.5 1.1 0.0 0.4 

h学校行事へ
524 380 88 38 8 6 2 

参加する

(弘) 100 72.5 16.8 7.3 0.2 1.5 1.1 0.2 0.4 

【母親】Q9.子どもの成長についての満足度

総数 不満 やや不満 やや満足 満足
わからな

い

a.子どもの勉強のこと 524 34 132 223 127 8 

(%) 100 6.5 25.2 42.6 24.2 1.5 

b.子どもの性格のこと 524 7 72 271 173 

{弘) 100 1.3 13.7 51.7 33.0 0.2 

C.子どもの友だちゃ伶聞の
524 2 36 245 232 9 

こと

(首) 100 0.4 6.9 46.8 44.3 1.7 

d.子どもの生活態度のこと 524 14 150 248 111 

(目) 100 2.7 28.6 47.3 21.2 0.2 

e.子どもの成長全般のこと 524 40 269 212 2 

(弘) 100 0.2 7.6 51.3 40.5 0.4 
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【母親】Q10.子どもの性質(a)最も重要

何事かを成
男の子

他の人 両親の 他人に 先生の 自分の事 元気

総数
礼儀

し遂げよう
らしい・

と協調 いう事を 思いやり
好奇，c"

いう事を iま自分で ヵt 無回答Eしい
と努力する

女の子
できる よく鴎〈 がある

がある
よ〈聞く 決める よいらしい

総数 524 66 152 2 24 8 171 15 42 43 。
{也) 100 12.6 29.0 0.4 4.6 1.5 32.6 2.9 0.2 8.0 8.2 o 

【母親】Q10.子どもの性質(b)2番目に重要

何事かを成
男の子

他の人 両親の 他人に 先生の 自分の事 元気
礼儀 らしい・ 好奇心

総数
正しい

し遂げよう
女の子

と協調 いう事を 思いやり
がある

いう事を iま自分で カf 無回答
と努力する

らしい
できる よく聞く がある よく聞く 決める よい

総数 524 56 116 84 5 151 27 2 59 22 

I (%) 100 I 10.7 22.1 0.2 16.0 1.0 28.8 5.2 0.4 11.3 4.2 0.2 

【母親】Q10.子どもの性質(c)最も重要でない

何事かを成
男の子

他の人 商観の 他人に 先生の 自分の事 元気

総数
礼儀

し遂げよう
らしい・

と協調 いう事を 思いやり
好奇心

いう事を l立自分で iJ< 無回答
正しい

と努力する
女の子

できる よく聞く がある
がある

よく聞〈 決める よいらしい

総数 524 3 2 300 3 22 7 19 38 8 16 108 

(百) 100 0.6 0.4 57.3 0.6 4.2 1.3 3.6 7.3 1.1 3.1 20.6 

【母親】Q11.子どもの性質(a)最も身1::つけてほしくない

さわ 言葉づかい 貌の言う事 怒りつ
人をから

物事に集中 落ち着きが 文句が ひがみ
総数 かう事が ずるい 無回答
カ4しい が悪い をきかない 1まい

多い
できない ない 多い っ1まい

総数 524 2 45 10 35 91 31 13 14 221 60 2 

(首) 100 0.4 8.6 1.9 6.7 17.4 5.9 2.5 2.7 42.2 11.5 0.4 

総数

(覧)

37 

性絡や日常の

生活態度の事

135 

25.8 

体罰を与える

299 

57.1 

体罰を与える

20 

3.8 

非該当

2 

0.4 



【母親】Q14.しつけに関しての夫婦問の意見の相違

E 総数 |大いにある ときどきある あまりない

524 

100 

【母親】Q14-1.意見が不致の場合

総数

{首)

総数

(%) 

該当者

230 

100 

たいていあなたが
続れる

32 

14.0 

30 

5.7 

どちらかといえば

あなたの折れる」

とが多い

79 

34.3 

200 

38.2 

どちらかといえば

配偶者の折れる」
とtJ<多い

51 

222 

短期大学・高専

71 

13.5 

219 

41.8 

たいてい配偶

者が折れる

18 

7.8 

【母親】Q16.職業選択において(b)2番目に考えてほしいこと

親と同じ
収入が

安定していて 子どもの性
地元で就職

社会的評

総数 職業につ
よいこと

失業のおそれ 絡・能力にあ
すること

価が高いこ

くこと がないこと っていること と

総数 524 。 22 96 112 12 11 

(%) 100 。 4.2 18.3 21.4 2.3 2.1 

【母親】Q17.子どもの人生で期待する事

総数
そう恩わな どちらかといえ どちらかといえ

そう思う
L、 Iまそう思わない ばそう思う

a.経済的に豊かになる 524 17 34 318 142 

(目) 100 3.2 6.5 60.7 27.1 

b.社会的な地位を得る 524 62 195 227 27 

{坦) 100 11.8 372 43.3 5.2 

c拳績な家庭を築く 524 5 77 436 

(弘) 100 0.2 1.0 14.7 83.2 

d.自分の個性や趣味を
524 3 26 230 261 

生かした生活をする

{日) 100 0.6 5.0 43.9 49.8 

。社会のために尽くす 524 11 52 278 170 

{也) 100 2.1 9.9 53.1 32.4 

38 

ない 無固答

71 

13.5 

どちらも折れ
無回答

ない

46 4 

20.0 1.7 

将来性のある 子どもの自

職業であるこ 主性に任せ

と る

115 151 

21.9 28.8 

わからな
無回答し、

12 

2.3 0.2 

12 

2.3 。
4 

0.8 0.2 

3 

0.6 0.2 

11 2 

2.1 0.4 

4 

0.8 

無回答

2 

0.4 

無回答

3 

0.6 

非該

当

2 

0.4 



[母親】Q1S.子どもとは

子どもは老後
子ども子どもは 子どもは 子どもは

子どもは老後
!ま特に 無回

子どもは夫 子どもは次の
自分の命 手聞がか お金のか

の経済的な支 の精神的な支
必要な 答

総数
子どもは家

婦の緯を深 社会を鐙う世
を伝える かつて面 かる存在

えになるものだ えになるものだ
い

の後継ぎ
める 代をつくる

存在 倒 だ

総数 524 42 343 381 249 8 57 14 214 4 3 
{百) 100 8.<U 65.5 72.7 47.5 1.5 10.9 2.7 40.8 0.8 0.6 

【母親】Q19.子育てに対する考え方

あてはまら あまりあて
どちらかとい

あてはま わからな
総数 えばあてはま 無回答

ない iままらない
る

る L、
a.子どもが貌に反抗するのは

524 66 224 162 67 5 o 
よくない

(弘) 100 12.6 42.7 30.9 12.8 1.0 0.0 

b.あいさつや礼儀を
524 4 29 192 298 。

厳しくしつけたい

(也) 100 0.8 5.5 36.6 56.9 0.2 。。
c.男の子は男らしくしつけたい 524 90 140 160 99 28 7 

{首) 100 17.2 26.7 30.5 18.9 5.3 1.3 

d.女の子iま女らしくしつけたい 524 86 139 162 99 22 16 

{首) 100 16.4 26.5 30.9 18.9 4.2 3.1 
。.子どもにはできるだけ

524 10 59 249 200 5 
よい教育を受けさせたい

{目) 1∞ 1.9 11.3 47.5 38.2 1.0 0.2 

王子どもは叱るより
524 8 47 247 218 s 。

ほめるのがよい

{百) 100 1.1 9.0 47.1 41.6 1.1 0.0 

g 親は子どもの手本に
524 12 67 248 193 4 01 

ならなければならない

{百) 100 2.3 12.8 47.3 36.8 0.8 0.0 

h.弱い者いじめは絶対に
524 3 3 83 433 

許さない

{弛) 100 0.6 0.6 15.8 82.6 0.2 0.2 

i.子どものためなら
524 4 30 235 248 4 3 

どんな苦労もいとわない

{百) 100 0.8 5.7 44.8 47.3 0.8 0.6 

j子どもの進路は
524 8 33 260 219 2 2 

子どもが決めることだ

{首) 100 1.5 6.3 49.6 41.8 0.4 0.4 

k.子どもには+分に
524 28 145 270 72 8 

お金と手聞をかけたい

(見) 100 5.3 27.7 51.5 13.7 1.5 0.2 

l田子どもには、家の手伝いを
524 7 87 272 156 

十分にさせたい

{話) 100 1.3 16.6 51.9 29.8 0.2 0.2 

m.自分の行動に自分で
524 o 24 213 286 。

責任をとるようしつけている

{見) 100 。 4.6 40.6 54.6 0.2 0.0 
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【母親】Q20.子どもにとっての自分の存在

8.尊敬できる

(話)

b.友だちのようである

(目)

c.やさしい

(弘)

d.厳しい
(百〉

総数

{也)

総数

【母親】Q22.子どもと話し合う事

総数

{首)

総数

(自)

総数

524 

100 

【母親】Q24.子どもとの関係

総数

総数 524 

{首) 100 

勉強や進

学・受験の

こと

384 

73.3 

悪い

2 

0.4 

そう思う

524 158 

100 30.2 

524 307 

1∞ 58.6 

524 297 

100 56.7 

524 329 

100 62.8 

職業など

の将来の 家族のこと

こと

255 242 

48.7 46.2 

どちらかと どちらかと

いえば悉 いえば良

い 好

8 258 

1.5 49.2 

そう思わない わからない 無回答

245 121 。
46.8 23.1 0.0 

172 45 o 
32.8 8.6 0.0 

173 53 

33.0 10.1 0.2 

162 32 

30.9 6.1 0.2 

友人関係
性格や臼

異性関係
常生活態 無回答

のこと
度のこと

や性のこと

400 308 79 

76.3 58.8 15.1 0.4 

良好 無回答

256 。
48.9 0.0 
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|【母親】Q25.子どもにする』と

総数 ほとんどない あまりない ときどきある よくある わからない 鎌田答

a頑張ったとき、よくやったねと言
524 4 12 182 325 o 

ってほめる

(也) 100 0.8 2.3 34.7 62.0 0.2 0.0 

b.落ち込んでいると心配して元気
524 7 41 239 232 5 o 

づける

{百) 100 1.3 7.8 45.6 44.3 1.0 0.0 

。.Tストの点や成績が悪くても冷
524 85 67 153 208 8 3 

たくしない

{首) 100 16.2 12.8 29.2 39.7 1.5 0.6 

d.子どものしたい』とを自由にさ
524 4 59 310 148 3 。

せる

(弘) 100 0.8 11.3 59.2 28.2 0.6 0.0 

8.子どものことをわかろうとする 524 9 180 330 3 

{首) 100 0.2 1.7 34.4 63.0 0.6 0.2 

正頭ごなしにダメといわずに話し
524 4 29 289 197 5 。

会う

(%) 100 0.8 5.5 552 37.6 1.0 0.0 

g.親に口答えしても何も言わない 524 194 162 131 27 8 2 

(百) 100 37.0 30.9 25.0 5.2 1.5 0.4 

【母親】Q26.親子関係についての賛否

そう思わな
どちらかと

どちらかとい わからな
いえばそう そう思う 無回答総数

い えばそう思う L、
思わない

a.親の意見にはできるかぎり
524 56 164 252 39 13 。

従うべきだ

(司) 100 10.7 31.3 48.1 7.4 2.5 0.0 

b.子どもは親から経済的に早〈
524 36 111 262 94 21 。

独立するべきだ

(首) 100 6.9 21.2 50.0 17.9 4.0 0.0 

C.子どもは年老いた親を養うペ
524 136 217 123 28 20 。

きだ

(弘) 100 26.0 41.4 23.5 5.3 3.8 0.0 

d.男lま外で鋤き、女は家庭を
524 200 202 86 30 8 。

守るべきだ

{首) 100 38.2 38.5 16.4 5.7 1.1 0.0 

8.小さい時は世話をするのは
524 148 127 165 82 2 。

母親でなければならない

(弘) 100 28.2 24.2 31.5 15.6 0.4 0.0 

【母親】Q27.子育てにあたり参考にしたもの

毘偶者・パート
配偶者・パート

親戚の者の意
学校・幼稚園・ 聖書・習い事・スポ

近所の人の意

ナーの意見
ナーの親の意

見
友だちの意見 保育園などの ーツクラブなど

見
見 先生の意見 の先生の意見

総数 403 151 48 309 270 96 69 
総数

(見) 76.9 28.8 9.2 59.0 51.5 18.3 13.2 

織場の人の意
相談員・カウン

育児書・育児雑 テレビョラジオ インターネット

見
セラー・医師の

量主 からの情報 からの情報
その他 特にない

意見

総数 92 48 50 82 19 12 13 524 

(田) 17.6 9.2 9.5 15.6 3.6 2.3 2.5 100 
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【母親】Q29.現在の生活について

総数 不満 やや不満 やや満足 満足 わからない 無回答

a 自分自身の生き方 524 20 134 267 95 8 。
{弛) 100 3.8 25.6 51.0 18.1 1.5 0.0 

b.現在の仕事 524 20 107 223 114 52 8 

(弘) 100 3.8 20.4 42.6 21.8 9.9 1.5 

C.暮らしの経済面 524 44 162 227 85 8 。
{首) 100 8.4 30.9 43.3 16.2 1.1 0.0 

d.夫婦聞の気持ちの通じ合い 524 17 102 252 112 22 19 

(百) 100 3.2 19.5 48.1 21.4 4.2 3.6 

e.夫婦聞の役部分担 524 27 118 211 132 18 18 

(%) 100 5.2 22.5 40.3 25.2 3.4 3.4 

f.夫婦関係全般 524 17 78 244 147 20 18 

(弘) 100 3.2 14.9 46.6 28.1 3.8 3.4 

【母親】Q30.負の気持ち

総数 全くない たまにしかない ときどきある よくある いつもある わからない 無回答

a 意気j間沈し、しょIずかえってしまうことがある 524 82 215 193 25 7 

(¥) 100 15.6 41.0 36.8 4.8 1.3 0.2 0.2 

b.理由もな〈何か不安に思うことがある 524 214 185 96 21 3 4 

{唱) 100 40.8 35.3 18.3 4.0 0.6 0.8 0.2 

。不安になったり悩んだりすることがある 524 51 221 214 32 5 。
{也) 100 9.7 42.2 40.8 6.1 1.0 0.2 0.0 

d このままでは自分が駄目になってしまうと感じる 524 252 182 72 11 6 。
{唱) 100 48.1 34.7 13.7 2.1 1.1 0.2 0.0 

-気ぜわし〈て、じっと座っておられないことがある 524 219 158 98 37 10 2 。
{事) 100 41.8 30.2 18.7 7.1 1.9 0.4 0.0 

E自分の作ったルールどおりにしないと気がすまない 524 216 139 117 38 12 2 。
{首) 100 41.2 26.5 22.3 7.3 2.3 0.4 0.0 

【母親】Q31.あてはまる人

毘偶者 別居してい
それ以外 職場の 近所の その他の 誰も

総数 配偶者 以外の る親・兄揚姉
の親せき 人 人 友人 いない

無回答 l

同居家族 妹

a.あなたの心配事や悩みごと
524 386 124 228 32 120 65 330 6 。

を開いてくれる入

(首) 100 73.7 23.7 43.5 6.1 22.9 12.4 63.0 1.1 0.0 

b.一緒にいて楽しい人 524 221 149 24 109 62 367 5 。
(弛) 100 42.2 28.4 4.6 20.8 11.8 70.0 1.0 0.0 0.2 

C.あなたに助言やアドヴアイス
524 320 110 238 32 129 61 306 4 o 

をしてくれる人

{百) 100 61.1 21.0 45.4 6.1 24.6 11.6 58.4 0.8 0.0 

d.あなたの能力や努力を評価
524 124 153 20 167 45 223 31 。 5 

してくれる人

(%) 100 23.7 29.2 3.8 31.9 8.6 42.6 5.9 0.0 1.0 
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【母親】Q32.小中学生の頃両親にされた子育て

あては
あまりあて

どちらかとい
わからな

総数 まらな
はまらない

えiまてはま あてはまる L、 無回答
し、 る

a.親に反抗するのはよくない、
524 73 116 148 174 13 。

としつけられた

(出) 100 13.9 22.1 28.2 33.2 2.5 0.0 

b.あいさつや礼儀を厳しくしつ
524 19 53 202 243 6 

けられた

(首) 100 3.6 10.1 38.5 46.4 1.1 02 

C.男の子は男らしく、しつけら
524 94 86 121 134 61 28 

れた

(世) 100 17.9 16.4 23.1 25.6 11.6 5.3 

d.女の子iま女らしく、しつけら
524 74 117 163 153 14 3 

れた

(耳) 100 14.1 22.3 31.1 29.2 2.7 0.6 

。.子どもにできるだけよい教育
524 46 153 199 120 8 。

を受けさせようとした

(首) 100 8.8 29.2 38.0 22.9 1.1 0.0 

1叱られるよりも、ほめられるほ
524 71 215 166 52 20 D 

うが多かった

{首) 100 13.5 41.0 31.7 9.9 3.8 0.0 

g.親lま子どもの手本になるも
524 50 141 193 113 26 

のだ、と考えていた

(見) 100 9.5 26.9 36.8 21.6 5.0 0.2 

h.弱い者いじめは絶対に許さ
524 15 47 206 234 21 

れなかった

(百) 100 2.9 9.0 39.3 44.7 4.0 0.2 

i.子どものためなら貌はどんな
524 13 41 176 279 15 。

苦労でもしてくれた

{覧) 100 2.5 7.8 33.6 53.2 2.9 0.0 

j.子どもの進路を、子どもに自
524 26 65 171 258 4 。

由に決めさせた

(弘) 100 5.0 12.4 32.6 49.2 0.8 0.0 

k.子育てに、十分なお金と手間
524 33 121 203 150 17 。

を惜しまなかった

(覧) 100 6.3 23.1 38.7 28.6 3.2 0.0 

1.家の手伝いをよくさせられた 524 30 112 166 209 7 。
(百) 100 5.7 21.4 31.7 39.9 1.3 0.0 

m 自分の行動に自分で責任を
524 s 57 221 225 13 2 

とるようにしつけられた

(首) 100 1.1 10.9 42.2 42.9 2.5 0.4 

【母親】Q33.r仕事と子育てJのバランスについて(1)父親の渇合 【母親】Q33.r仕事と子育てjのバランスについて(2)母親の場合

父親l立子育
父綴i立子育

父親は職業

てより職業を
てと職業に同

より子育てを
総数

優先すべき
じようにかか

優先すべき
費量回答

わるべきであ
である る である

母親iま子育
母親I立子育

母親は職業

てより職業を
てと職業に同

より子育てを
総数 じようにか均、 無回答

優先すべき
わるべきであ

優先すべき

である る
である

総数 524 138 359 7 20 総数 524 12 221 287 4 

(%) 100 26.3 68.5 1.3 3.8 (百) 100 2.3 422 54.8 0.8 
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【母毅】Q34.父親の役割について

どちらかといえどちらかといえ
BIこ近い総数 AIこ近い

ぱAに近い lまBに近い
a)A:出産に立ち会うべき
B:立ち会う必要はない
(首)

b)A:小さい時から子育て
B:父親の出番lま思春期
(首)

c)A:商親とも同じ役割
B:役割は稼ぎを得る事
{弛)

【母親】Q35-1.行っている理由

524 

100 

524 

100 

524 

100 

205 

39.1 

該当者
学教の授業に遅

れないように

総数 205 38 

(唱) 1∞ 18.5 

【母親】Q35-2.行っていない理由

自分で勉強して
該当者

いるので

総数 319 148 

(覧) 100 46.4 

【母親】Q36.教師と生徒の関係について

136 164 

26.0 31.3 

275 186 

52.5 35.5 

146 168 

27.9 32.1 

行っていない |無回答

319 

60.9 

家庭ではなかな

か勉強しないから

57 

27.8 

親が勉強をみて

いるので

19 

6.0 

O 

0.0 

少しでも成績を

あげるため

29 

14.1 

行っても効果が

ない

23 

7.2 

どちらかとい

119 102 

22.7 19.5 

33 28 

6.3 5.3 

143 64 

27.3 12.2 

進学校への

受験のため

45 

22.0 

家庭教師を

頼んでいる

から

9 

2.8 

無回答

3 

0.6 

2 

0.4 

3 

0.6 

友だちがみん

な行っている その他 無回答

ので

3 32 1 

1.5 15.6 0.4 

現在、塾を検

討している
その他 無回答

16 93 11 

5.0 29.2 3.4 

そう思わ どちらかとい わからな
えIまそう思わ そう思う 無回答総数

ない えiまそう患う いない

a.生徒の教育・生活指導の際
524 7 18 215 282 2 。

ある程度の厳しさが必要

(l6) 100 1.3 3.4 41.0 53.8 0.4 0.0 

b.綬業中lま挙手の仕方・発冨
524 9 36 257 220 2 。

など規律ある態度が必要

(冒) 100 1.7 6.9 49.0 42.0 0.4 

c.学校のきまりを守る努力iま
524 7 10 200 304 3 。

社会性の育成につながる

(l6) 1∞ 1.3 1.9 38.2 58β 0.6 0.0 

d.教師と生徒!立親しい中にも
524 9 23 191 297 4 。

歴然たる線を保つべき

(覧)
ーー」一一一

100 1.7 4.4 36.5 56.7 0.8 0.0 I 

【母親】Q37.子どもの裳育に対する役割(1)家庭

基本的なし 社会生活に必 幅広い生活 人間性を養 基礎的な学 進学や就職の
特にな わから

総数 つけをする 要なルールを身 体験をさせ い育てるこ カを省てる ための教育や その他
こと につけること ること と こと 指導をすること

L、 ない

総数 524 515 422 306 424 91 119 4 。
日l6) 100 98.3 80.5 58.4 80.9 17.4 22.7 0.8 0.0 0.2 
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【母親】Q37.子どもの養育に対する役割(2)学校

基本的なし 社会生活に必 幅広い生活 人間性を養 基礎的な学 進学や就職の
特にな わから総数 つけをする 要なルールを身 体験をさせ い育てるこ カを育てる ための教育や その他 然回答

こと につけること ること と こと 指導をすること
L、 ない

総数 524 85 389 347 272 492 418 3 。 2 。
(首) 100 16.2 74.2 66.2 51.9 93.9 79.8 0.6 0.0 Q:!l..ー o.

【母親】Q38.幾帯電話の利用有無

利用していないが、近 利用していないし、今

総数 利用している いうちに利用してみた 後も利用したいとは思 無回答
L、 わない

総数 524 483 9 31 

(覧) 100 92.2 1.7 5.0 0.2 

【母親】Q38-2.幾帯電話での通話目的と頻度

該当者 使わない 月!こ1日未満 月に1日以上 還に1日程度 週!こ3日以上 Iまlま毎日 費量回答

a仕事仲間や同僚との
483 212 45 64 74 40 44 4 

コミュニケーション

(弘) 1∞ 43.9 9.3 13.3 15.3 8.3 9.1 。.8
b 家族との事務的な伝言・伝

483 41 12 30 112 133 153 2 
逮

{出) 100 8.5 2.5 6.2 23.2 27.5 31.7 0.4 

。.家族との個人的な
483 180 32 35 78 80 76 2 

コミュニケーション

(弘) 100 37.3 6.6 7.2 16.1 16.6 15.9 0.4 

d.友人との個人的な
483 103 44 70 102 109 53 2 

コミュニケーション

{首) 100 21.3 9.1 14.5 21.1 22.6 11.0 0.4 

【母親】Q38-3.幾帯電話でのメールの使用目的と頻度

該当者 使わない 月lこ1日未満 月に1日以上 週Iこ1日程度 遇!こ3日以上 Iまiま毎日 無回答

a.仕事仲間や同僚との
483 236 32 43 67 66 35 4 

コミュニケーション

{担) 100 48.9 6.6 8.9 13.9 13.7 7.2 0.8 

b.家族との事務的な伝言・伝
483 105 19 26 75 122 134 

遼

{首) 100 21.7 3.9 5.4 15.5 25.3 27.7 0.4 

c.家.との個人的な
483 179 22 42 70 85 83 

コミュニケーション

(%) 100 37.1 4.6 8.7 14.5 17.6 17.2 0.4 

d.友人との個人的な
483 85 16 49 92 157 82 2 

コミュニケーション

I (目) 100 
L 一一一一 17.6 33.1 10.1 19.0 32.5 17.0 0.4 
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【母親】Q38ー4.携帯電話の使用による変化

該当者
あてはまら あまりあて ややあて

あてはまる
わから

無回答
ない はまらない はまる ない

I a.今までの友だち関係が密になった 483 126 104 155 87 8 3 

{百) 100 26.1 21.5 32.1 18.0 1.7 0.6 

b.しばられていると感じることがある 483 258 125 60 27 11 2 

{首) 100 53.4 25.9 12.4 5.6 2.3 0.4 

C.家族との関係が密になった 483 137 131 139 63 10 3 

(首) 100 28.4 27.1 28.8 13.0 2.1 0.6 I 

d.家族が安心する 483 39 36 182 221 3 2 

(百) 100 8.1 7.5 37.7 45.8 0.6 0.4 

e.付き合いの範留が広がった 483 137 123 144 69 8 2 

(%) 100 28.4 25.5 29.8 14.3 1.7 0.4 

t携帯電話のない生活は考えられない 483 89 109 141 134 8 2 

(目) 100 18.4 22.6 29.2 27.7 1.7 0.4 

【母親】Q40.仕事形態

常勤の正社 臨時雇用、パ

総数
経営者、重

公務員
員、定職員 ート、アルパイ 自営業主、自 家族従業

内務
無職、

その他
役、役員 {民聞の企業・ ト、契約社員、 由業主 者 専業主婦

団体) 派遣社員

総数 524 14 23 72 246 17 28 3 119 。 2 

{見) 100 2.7 4.4 13.7 46.9 3.2 5.3 0.6 22.7 0.0 

【母親】Q40-2.帰宅時間

該当 午後6時 午後7時 午後8時 午後9時 午後10時 午後 11時
午後12時

決まってい
家にい

頃、12時 ることカf その他 無回答
者 前-6時頃 頃 頃 頃 頃 頃

以降
ない

多い

総数 405 237 54 12 7 7 。 8 47 28 4 3 

(弛) 100 58.5 13.3 3.0 1.7 1.7 。 1.5 11.6 6.9 1.0 0.7 
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無

固

答

総数 18 

{弘) 3.4 

【母親】Q43.世帯年収

書聖

回

答

総数 24 

{弘) 4.6 
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【父親】Q4.生年

総
~ 昭和1 昭和 昭和 昭和 昭和

大正 -19 20- 30- 40- 50年 無回答
数 15年 年 29年 39年 49年 ~ 

総
446 65 272 99 2 8 

数

(也) 100 0.2 0.2 14.6 61.0 22.2 0.4 1.3 

48 

【父親】Q4.年齢

総 20- 25- 30- 35-
数 24音量 29愈 34歳 39議

総
446 。 15 49 

数

(也) 100 0.0 0.2 3.4 11.0 

社会人

18歳

40- 45-
44怠 49歳

137 140 

30.7 31.4 

50愈
以上

99 

22.2 

3 

0.7 

12 

2.7 

無

回

答

5 

1.1 



総数

(百)

【父貌】Q7.子どもと一緒にする事

a.一緒に朝食をとる

{弛)

b.一緒に夕食をとる

(弘)

c.レジャーのために一緒に外出する

(也)

d.自宅で一緒にレジャーや趣味を楽しむ

{世)

【父親】Q8.子どもにしてあげている人

総数

a.身の回りの世話をする 446 

(百) 1∞ 
b.しつけをする 446 

(現) 100 

c勉強を教える 446 

(首) 100 

d.遊び相手をする 446 

(覧) 100 

e.進路の相談相手になる 446 

{覧) 100 

f.悩み事の相談相手になる 446 

{百) 100 

g.生活費を負担する 446 

(百) 100 

h 学校行事へ参加する 446 

{唱) 100 

総数
ほとんど 月に1日 月に1日

ない 未満 以上

446 101 4 29 

100 22.6 0.9 6.5 

446 21 3 11 

100 4.7 0.7 2.5 

446 87 95 151 

100 19.5 21.3 33.9 

446 110 70 107 

100 ~一一 ~一一 24.0 

ほとんど どちらかとい
あなたと配備

どちらかとい
者が同じくら

あなた えlまあなた
い

えl;fii!偶者

7 7 20 77 
1.6 1.6 4.5 17.3 

11 17 152 147 

2.5 3.8 34.1 33.0 

18 43 70 95 

4.0 9.6 15.7 21.3 

29 64 107 84 

6.5 14.3 24.0 18.8 

13 29 151 117 

2.9 6.5 33.9 26.2 

10 16 96 152 

2.2 3.6 21.5 34.1 

229 115 66 8 

51.3 25.8 14.8 1.8 

13 9 45 93 

2.9 2.0 I 10.1 I 20.9 
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還に1日 週!こ38

程度 以上

103 54 

23.1 12.1 

111 139 

24.9 31.2 

99 8 

22.2 1.8 

119 32 

26.7 7.2 

ほとんど どちらもしな
配偶者 い・必要ない

315 18 

70.6 4.0 

112 4 

25.1 0.9 

121 96 

27.1 21.5 

64 94 

14.3 21.1 

97 35 

21.7 7.8 

139 30 

31.2 6.7 

16 7 

3.6 1.6 

277 6 

62.1 1.3 

ほiま毎日

152 

34.1 

158 

35.4 

2 

。.4
8 

1.3 

無回答

2 

0.4 

3 

0.7 

3 

0.7 

4 

。.9
4 

0.9 

3 

0.6 

5 

1.1 

3 

0.7 

費量回答

3 

0.7 

3 

0.7 

4 

0.9 

2 I 
0.4 

無回

答

8 

1.8 



【父親】Q9.子どもの成長についての満足度

総数 不満 やや不満 やや満足 満足 無回答

a.子どもの勉強のこと 446 19 127 172 125 3 I 

(弘) 100 4.3 28.5 38.6 28.0 0.7 

b.子どもの性格の』と 446 13 87 209 133 4 

(世) 100 2.9 19.5 46.9 29.8 0.9 

C.子どもの友だちゃ仲間のこと 446 4 59 220 158 5 

{弘) 100 0.9 13.2 49.3 35.4 1.1 

d.子どもの生活態度の』と 446 16 135 202 91 21 

(百) 100 3.6 30.3 45.3 20.4 0.4 

。.子どもの成長全般の』と 446 55 227 161 2 

(弘) 100 0.2 12.3 50.9 36.1 0.4 

無回答

総数

(覧)

2 

0.4 

非該:

。

無回答
男の子らしい・
女の子らしい

総数

(也)

229 

51.3 

39 

8.7 

【父綴】Q11.子どもの性質(a)1番目に身につけてほしくない

さわが 言葉づかい
貌の員う」

怒りつ
人をからか ものごと

落ち着き 文句が ひがみ 無回
総数
しし、 が惑い

とをきかな
I~い

うことが多 に集中で
がない 多い

ずるい
っぽい 答L、 い きない

総数 446 5 38 12 38 60 54 6 21 178 33 

{百) 100 I 1.1 8.5 2.7 8.5 13.5 12.1 1.3 4.7 39.9 7.4 0.2 

該非
当

総数

(百) 0.: 
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静かに言って 口をきかない、

聞かせる 書軽視する

59 233 

13.2 52.2 

静かに言って ロをきかない、

聞かせる

戦業などの将 親子関係 友人関係

来のこと のこと のこと

181 27 91 

50.4 I 40.6 6.1 20.4 

どちらかといえばあな |どちらかといえばE偶者
たの折れることが多い|の折れることが多い

61 

33.5 

短期大学・高専

81 

18.2 

35 

19.2 

無視する

48 198 

10.8 44.4 

性格や日常の

生活態度のこと

132 

29.6 

体罰を与える 罰を与える

267 251 

59.9 56.3 

体罰を与える 罰を与える

38 36 

8.5 8.1 

【父親】Q16.職業選択において(a)最も考えてほしい』と

総数

(l6) 

総数

(弘)

総数

446 

100 

親と閉じ職
収入がよい

業につくこ

と
こと

2 4 

0.4 0.9 

安定していて 子どもの性絡・

失業のおそれ 能力にあって
がないこと いること

79 228 

17.7 51.1 

51 

地元で就
社会的評 将来性の 子どもの自

無回
価が高いこ ある職業で 主性に任

職すること
と あること せる 答

7 4 29 91 2 

1.6 0.9 6.5 20.4 0.4 



【父親】Q17.子どもの人生で期待する事

総数 そう思わない
どちらかといえiま どちらかといえば

そう恩う 無回答
そう思わない そう思う

a.経済的に豊かになる 446 13 51 259 118 5 

(百) 100 2.9 11.4 58.1 26.5 1.1 

b.社会的な地伎を得る 446 58 169 182 33 4 

(也) 100 13.0 37.9 40.8 7.4 0.9 

C.幸福な家庭を築く 446 3 D 73 368 2 

{首) 100 0.7 0.0 16.4 82.5 0.4 

d.自分の個性や趣味を
446 6 21 226 189 4 

生かした生活をする

(弘) 100 1.3 4.7 50.7 42.4 0.9 

e社会のために尽くす 446 12 57 255 118 4 

(也) 100 2.7 12.8 57.2 26.5 0.9 

【父親】Q18.子どもとは

子どもは 子どもは夫 子どもは次の 子どもは自分 子どもは手間 子どもはお 子どもは老後
子どもは老

後の箱神 子どもは特
総数 家の後 婦の縛を深 事士会を担う世 の命を伝える がかかって萄 金のかかる の経済的な支

的な支えに に必要ない
無回答

継ぎ める 代をつくる 存在 倒 存在だ えになるものだ
なるものだ

総数 446 67 281 307 193 10 41 18 172 3 5 

(首) 100 15.0 63.0 68.8 43.3 2.2 9.2 4.0 38.6 0.7 1.1 

【父親】Q19.子育てに対する考え方

総数
あてはま あまりあては どちらかといえ

あてはまる 無回答
らない まらない Iまあてはまる

8.子どもが貌に反抗するのはよくない 446 46 147 182 66 5 

(%) 100 10.3 33.0 40.8 14.8 1.1 

b あいさつや礼儀を厳しくしつけたい 446 2 37 191 211 5 

{首) 100 0.4 8.3 42.8 47.3 1.1 

C.男の子i立男らしくしつけたい 446 37 106 161 111 31 

{目) 100 8.3 23.8 36.1 24.9 7.0 

d 女の子i立女らしくしつけたい 446 32 109 163 106 36 

{也) 100 7.2 24.4 36.5 23.8 8.1 

8.子どもにはできるだけよい教育を受けさせたい 446 7 58 246 131 4 

(弘) 100 1.6 13.0 55.2 29.4 0.9 

f.子どもは叱るよりほめるのがよい 446 9 82 237 114 4 

{首) 100 2.0 18.4 53.1 25.6 0.9 

g.貌l立子どもの手本にならなければならない 446 12 80 222 129 3 

(首) 100 2.7 17.9 49.8 28.9 0.7 

h.弱い者いじめは絶対に許さない 446 2 7 107 327 3 

{鴨} 100 0.4 1.6 24.0 73.3 0.7 

i田子どものためならどんな苦労もいとわない 446 6 50 226 161 3 

(弘) 100 1.3 11.2 50.7 36.1 0.7 

j.子どもの進路は子どもが決めることだ 446 6 48 266 123 3 

{首) 100 1.3 10.8 59.6 27.6 0.7 

40k4子どもには十分にお金と手聞をかけたい 446 17 179 206 40 4 

(首) 100 3.8 40.1 46.2 9.0 0.9 

1.子どもには、家の手伝いを十分にさせたい 446 7 102 250 84 3 

{也) 100 1.6 22.9 56.1 18.8 0.7 

m 自分の行動に自分で責任をとるようしつけている 446 3 26 215 199 3 

{唱) 100 0.7 5.8 48.2 44.6 0.7 
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【父親】Q20.子どもにとっての自分の存在

総数 そう思わない そう思う 無回答

a.尊敬できる 446 220 214 12 

{首) 100 49.3 48.0 2.7 

b.友だちのようである 446 256 181 9 

{弛) 100 57.4 40.6 2.0 

c.やさしい 446 145 292 9 

(首) 100 32.5 65.5 2.0 

d.厳しい 446 187 250 9 

(首) 100 41.9 56.1 2.0 

ときどき話す あまり話さない ほとんど揺さない 無回答

216 46 10 

48.4 10.3 2.2 

聡業などの将来の
家族のこと 友人関係のこと

性絡や日常生活態

こと 度のこと

235 ! 156 175 206 217 

35.0 39.2 46.2 48.7 

ョているか

t.、
少し知っている

あまり知らな
ほとんど知らないL、

117 261 56 11 

26.2 58.5 12.6 2.5 

悪い どちらかといえば悪い どちらかといえば良好 良好 鎌田答

3 23 253 164 3 

0.7 5.2 56.7 36.8 0.7 

【父親】Q25.子どもにする』と

総数 ほとんどない あまりない ときどきある よくある 無回答

a頑張ったとき、よくやったねと言ってほめる 446 10 34 211 189 2 

(%) 100 2.2 7.6 47.3 42.4 0.4 

b.落ち込んでいると心起して元気づける 446 18 100 247 79 2 

(%) 100 4.0 22.4 55.4 17.7 0.4 

c.テストの点や成績が悪くても冷たくしない 446 73 75 107 185 6 

(%) 100 16.4 16.8 24.0 41.5 1.3 

d.子どものしたいことを自由にさせる 446 2 44 249 147 4 

{首) 100 0.4 9.9 55.8 33.0 0.9 

e子どもの』とをわかろうとする 446 8 38 252 146 4 

(也) 100 1.3 8.5 56.5 32.7 0.9 

f.頭ごなしにダメといわずに話し合う 446 14 64 248 116 4 

(弘) 100 3.1 14.3 55.6 26.0 0.9 

g.親に口答えしても何も言わない 446 139 182 100 19 6 

(也) 100 31.2 40.8 22.4 4.3 1.3 
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【父親】Q26.親子関係についての賛否

どちらかとい
どちらかとい

総数 そう思わない えIまそう思わ
えlまそう思う

そう思う 無回答

ない

8.親の意見にはできるかぎ
446 31 111 257 45 2 

り従うべきだ

0.4 (弘) 100 7.0 24.9 57.6 10.1 

b.子どもは親から経済的に
446 34 108 233 69 2 

早〈独立するべきだ

0.4 {也) 100 7.6 242 522 15.5 

c.子どもは年老いた親を養
446 91 188 138 44 2 

うべきだ

(自) 1∞ 20.4 422 30.9 5.8 0.7 

d.男は外で働き、女iま家庭
446 103 158 139 44 2 

を守るべきだ

{百) 100 23.1 35.4 312 9.9 0.4 

8.小さい時Iま世話をするの
446 98 128 162 55 3 

iま母親でなければならない

(首) 100 I 22.0 28.7 36.3 12.3 0.7 

[父親】Q27.子育てにあたり参考にしたもの

鹿偶者・パート
配偶者・パート

貌戚の者の 友だちの意
学綾・幼稚園・保 聖書・蜜い事・スポ

近所の人
ナーの意見

自分の貌の意見 ナーの貌の意
意見 見

育園などの先生 ーツクラフなどの
の意見

見 の意見 先生の意見

総数 370 133 92 29 111 125 53 25 
総

{覧) 83.0 29.8 20.6 6.5 24.9 28.0 11.9 5.6 
数

職場の人の意 相級員・カウンセ 育児書・育児雑
テレビ・ラジ インターネツ

オからの情 トからの情 その他 特にない 無回答
見 ラー・医師の意見 隠

報 報

総数 89 21 18 81 14 s 32 3 I 446 

{首) 20.0 4.7 4.0 18.2 3.1 1.3 7.2 0.7 100 

前
一

m一仰

話
一
き
一
き
一

【父親】Q29.現在の生活について

総数 不満 やや不満 やや満足 満足 無回答

8.自分自身の生き方 446 28 135 201 77 5 

(%) 100 6.3 30.3 45.1 17.3 1.1 

b.現在の仕事 446 39 130 194 79 4 

{覧) 100 8.7 29.1 43.5 17.7 0.9 

c.暮らしの経済面 446 43 167 175 58 3 

{弛) 100 9.6 37.4 39.2 13.0 0.7 

d.夫婦聞の気持ちの通じ合い 446 12 92 219 112 11 

(詰) 100 2.7 20.6 49.1 25.1 2.5 

。.夫婦聞の役割分担 446 8 59 253 115 11 

(弛) 1∞ 1.8 13.2 56.7 25.8 2.5 

f.夫婦関係全般 446 10 59 227 139 11 

~ 100 2.2 13.2 50.9 31.2 2.5 
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【父親】Q30.負の気持ち

総数 まったくない たまにしかない ときどきある よくある いつもある 無回答

a意気消沈し、じよげかえってしまうこと
446 69 217 123 23 10 4 

がある

(覧) 100 15.5 48.7 27.6 5.2 2.2 0.9 

b.理由もなく何か不安に思うことがある 446 172 142 96 23 9 4 

(弛) 100 38.6 31.8 21.5 5.2 2.0 0.9 

c.不安になったり悩んだりする』とがあ
446 52 196 145 37 13 3 

る

(百) 100 11.7 43.9 32.5 8.3 2.9 0.7 

d.このままでは自分が駄目になってしま
446 174 139 90 28 11 4 

うと惑じる

(桔) 100 39.0 31.2 20.2 6.3 2.5 0.9 

。.気ぜわしくて、じっと座っておられない
446 159 140 83 46 14 4 

ことがある

(覧) 100 35.7 31.4 18.6 10.3 3.1 0.9 

f自分の作ったルールどおりにしないと
446 168 147 82 32 12 5 

気がすまない

(%) 100 37.7 33.0 18.4 7.2 2.7 1.1 

【父親】Q31.あてはまる人

配偶者以
別居している それ以外 職場 近所 その他 誰もい

総数 配偶者 外の同居
貌・兄弟姉妹 の貌せき の人 の人 の友人 ない

無回答
家族

a.あなたの心Ie事や悩みご
446 45 66 11 135 8 135 s 19 6 

とを聞いてくれる人

(弘) 100 10.1 14.8 2.5 30.3 1.8 30.3 1.8 4.3 1.3 

b.一緒にいて楽しい人 446 312 169 60 26 130 27 219 14 9 

(也) 100 70.0 37.9 13.5 5.8 29.1 6.1 49.1 3.1 2.0 

c.あなたに助言やアドヴァイ
446 293 64 98 27 197 18 161 16 7 

スをしてくれる人

(唱) 100 65.7 14.3 22.0 6.1 44.2 4.0 36.1 3.6 1.6 

d.あなたの能力や努力を評
446 274 86 78 27 245 29 136 32 8 

価してくれる人

(%) 100 61.4 19.3 17.5 6.1 54.9 6.5 30.5 7.2 1.8 
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【父親】Q32.小中学生の頃両親にされた子育て

総数
あてはまら あまりあて どちらかといえ あてはま

無回答
ない iままらない ぱあてはまる る

8.貌に反銃するのはよくない、としつけられた 446 44 111 143 144 4 

{唱} 100 9.9 24.9 32.1 32.3 0.9 

b.あいさつや礼儀を厳しくしつけられた 446 13 89 181 158 5 

{百) 1∞ 2.9 20.2 40.6 35.4 1.1 

c.男の子i立男らしく、しつけられた 446 28 143 145 120 10 

(56) 100 6.3 32.1 32.5 26.9 2.2 

d女の子i立女らしく、しつけられた 446 45 103 114 95 89 

{首) 100 10.1 23.1 25.6 21.3 20.0 

。.子どもにできるだけよい教育を受けさせようとした 446 25 127 177 111 6 

{目) 100 5.6 28.5 39.7 24.9 1.3 
f.叱られるよりも、ほめられるほうが多かった 446 60 223 132 25 6 

{首} 100 13.5 50.0 29.6 5.6 1.3 
g.貌i主子どもの手本になるものだ、と考えていた 446 30 162 168 78 81 

{覧) 100 6.7 36.3 37.7 17.5 1.8 
h弱い者いじめは絶対に許されなかった 446 11 88 197 141 9 

(喝) 1∞ 2.5 19.7 44.2 31.6 2β 

i.子どものためなら貌はどんな苦労でもしてくれた 446 8 55 203 173 7 

(百) 100 1.8 12.3 45.5 38.8 1.6 

j.子どもの進路を、子どもに自由に決めさせた 446 19 59 189 175 4 

{弛) 100 4.3 13.2 42.4 39.2 0.9 

k.子育てに、十分なお金と手間を惜しまなかった 446 22 125 195 97 7 

(百) 100 4.9 28.0 43.7 21.7 1.6 
1.家の手伝いをよくさせられた 446 31 144 145 122 4 

(覧) 100 7.0 32.3 32.5 27.4 0.9 

m 自分の行動に自分で責任をとるようにしつけられた 446 11 83 210 137 5 

{首} 100 2.5 18.6 47.1 j立u 1.1 

【父親】Q33.r仕事と子育て」のバランスについて(1)父親の場合 【父親】Q33.r仕事と子育てJのバランスについて(2)父親の場合
父親は子

父親は子育て
父親は磯

総
育てより磯

と職業に同じ
業より子

数
業を優先

ようにかかわ
育てを優 無回答

すべきで 先すべき

ある
るべきである

である

母貌Iま子
母親i立子育て

母親iま職

総
育てより磁

と職業に同じ
業より子

数
業を優先

ようにかかわ
育てを優 無回答

すべきで 先すべき

ある
るべきである

である

総数 446 146 290 9 総数 446 6 160 224 56 

(覧) 100 32.7 65.0 2.0 0.2 (%) 100 1.3 35.9 50.2 12.6 

【父親】Q34.父親の役割について

どちらかといえどちらかといえ
Bfこ近い 無回答|総数 Afこ近い

ぱAに近い 1まBIこ近い

104 46 2 
I a)A:出産に立ち会うべき

446 102 192 
B:立ち会う必要はない

(百) 100 22.9 43.0 23.3 10.3 0.4 

13 68 
b)A:小さい跨から子育て

446 159 205 
B:父親の出番Iま思春期

(%) 1∞ 35.7 46.0 15.2 2.9 0.2 

146 73 2 
c)A:両親とも同じ役割

446 86 139 
B:役割Iま稼ぎを得る事

(弘) 100 19.3 31.2 32.7 16.4 0.4 

56 



【父親】Q35.学習盤への通学有無

総数 行っている 行っていない 無回答

総数 446 174 271 

(首) 100 39.0 60.8 0.2 

【父親】Q35-1.行っている理由

該当者
学校の授業に 家庭ではなかなか 少しでも成績を 進学校への受 友だちがみんな

その他 無回答
遅れないように 勉強しないから あげるため 験のため 行っているので

総数 174 38 36 37 32 7 22 2 

(弘) 100 21.8 20.7 21.3 18.4 4.0 12.6 1.1 

貌が勉強をみてい|行っても効果 |家庭教師を頼|現在、裂を検討

るので |がない |んでいるから |している

21 28 自 35 

7.7 10.3 2.2 12.9 

【父親】Q36.教師と生徒の関係について

どちらかとい
どちらかとい

総数 そう思わない えばそう恩わ
えばそう思う

そう思う 無回答

ない

a.生徒の教育・生

活指導の際ある程 446 3 18 171 253 

度の厳しさが必要

{百) 100 0.7 4.0 38.3 56.7 0.2 

b.綬業中iま挙手の

仕方・発言など規律 446 8 30 222 184 2 

ある態度が必要

{弘) 100 1.8 6.7 49.8 41.3 0.4 

c.学校のきまりを

守る努力iま社会性 446 B 16 165 257 2 

の育成につながる

(出) 100 1.3 3.6 37.0 57.6 0.4 

d.教師と生徒lま親
しい中にも歴然たる 446 2 25 160 257 2 

一線を保つべき

{百) 100 0.4 5.6 35.9 57.6 0.4 

【父親】Q37.子どもの養育に対する役割(1)家庭

基本的なしつ
社会生活に必要

幅広い生活体 人間性を釜 基礎的な学力
進学や就職のた

総数
けをすること

なJHJ.を身につ
験をさせること い育てること を育てること

めの教育や指導 その他 特にない 無回答
{すること をすること

総数 446 431 338 281 354 102 130 2 。
{弛) 100 96.6 75.8 63.0 79.4 22.9 29.1 0.4 0.2 0.0 

【父親】Q37.子どもの養育に対する役割(2)学校

基本的なしつ
社会生活に必要

幅広い生活体 人間性を養 基礎的な学力
進学や就織のた

総数 なJHJ.を身につ めの教育や指導 その他 特にない 無回答
けをすること

けること
験をさせること い育てること を育てること をすること

総数 446 99 335 288 258 405 382 5 。
(出) 100 22.2 75.1 64.6 57.8 90.8 85.7 1.1 0.2 。。
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利用している

【父親】Q38-1.携帯電話事l周期間

417 

93.5 

利用していないが、近い

うちに利用してみたい

7 

1.6 

利用していないし、今後も

利用したいとは恩わない

19 

4.3 

無回答

3 

0.7 

l 該当者 16ヶ月未満 6ヶ月以上 11年以上~ 2年以上 13年以上~
1年未満 12年来満

総数

(弘)

418 

100 

【父親】Q38-2.雛帯電話での通話目的と頻度

4 

1.0 

該当者

a仕事仲間や同僚とのコミュニケーション 418 

(弘) 100 

b.家族との事務的な伝員・伝達 418 

{百) 100 

C.家族との個人的なコミューケーション 418 

{弛) 100 

d.友人との個人的なコミューケーション 418 

{首) 100 

【父親】Q38-3.携帯電話でのメールの使用目的と頻度

該当者

a 仕事仲間や同僚とのコミュニケーション 418 

(百) 100 

b.家族との事務的な伝邑・伝達 418 

(%) 100 

C.家族との個人的なコミューケーション 418 

{弘) 100 

d.友人との個人的なコミユーケーション 418 

{弘) 100 

【父親】Q38-4.携帯電話の使用による変化

4 

1.0 

使わない
月iこ18
未満

51 27 

12.2 6.5 

10 22 

2.4 5.3 

91 31 

21.8 7.4 

76 63 

18.2 15.1 

使わない
月iこ1日
未満

207 27 

49.5 6.5 

114 24 

27.3 5.7 

167 31 

40.0 7.4 

187 38 

44.7 9.0 

3年未満 14年未満

11 21 42 

2.6 5.0 10β 

月!こ1日 週!こ1日 週lこ3日
以上 程度 以上

39 69 59 

9.3 16.5 14.1 

45 94 134 

10.8 22.5 32.1 

46 90 92 

11.0 21.5 22.0 

75 93 57 

17.9 22.2 13.6 

月!こ1日 週!こ1日 週に3日
以上 程度 以上

33 52 48 

7.9 12.4 11.5 

54 57 93 

12.9 13.6 22.2 

46 66 52 

11.0 15.8 12.4 

60 59 37 

14.4 14.1 8.9 

lまiま毎日

169 

40.4 

111 

26.6 

61 

14.6 

50 

12.0 

ほほ毎日

48 

11.5 

74 

17.7 

52 

12.4 

34 

8.1 

該当 あてはまらな あまりあては ややあてはま
あてはまる 無回答

者 L、 まらない る

a.今までの友だち関係が密になった 418 172 120 91 31 4 

(弘) 100 41.1 28.7 21.8 7.4 1.0 

b.しばられていると感じることがある 418 162 102 94 55 5 

{首) 100 38.8 24.4 22.5 13.2 1.2 

C.家族との関係が密になった 418 130 134 123 27 4 

(百) 100 31.1 32.1 29.4 6.5 1.0 

d.家族が安心する 418 56 62 176 120 4 

(弘} 100 13.4 14.8 42.1 28.1 1.0 

e.付き合いの範囲が広がった 418 144 143 79 48 4 

(百) 100 34.4 34.2 18.9 11.5 1.0 

f.幾帯電話のない生活は考えられない 418 105 100 105 102 6 

{弘) 100 25.1 23.9 25.2 24.4 1.4 
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無回答

4 

1.0 

2 

0.5 

7 

1.7 

4 

1.01 

無困答

3 

0.7 

2 

0.5 

4 

1.0 

3 

0.7 



【父親】Q39.周忌人数

総数

(lii) 

【父親】Q40.仕事形態

経営者、

総数 重役、役

員

総数 446 35 

(弘) 100 7.8 

【父親】Q41.最終学歴

公務員

総数 中学校

総数 446 18 

{自) 100 4.0 

総数

(%) 

【父親】Q43.世帯収入

総数

(弘)

配偶者の父親|配偶者の母親

64 

14.3 

常勤の正社員、
正職員{民間の

企業・団体)

267 

59.9 

サービス従事

者

31 

7.0 

臨時雇用、パー

ト、アルバイト、
契約社員、派遣

社員

14 

3.1 

管理的職業

57 

12.8 

自営業

主、自由

業主

54 

12.1 

4年制大学・
高等学校 短大・高専

大学院
その他

190 35 184 

42.6 7.8 41.3 

59 

2 

0.4 

家族従業

者

3 

0.7 

無回答

2 

0.4 

肉職

。
0.0 

17 

3.8 

5 

1.1 

無騰、専
その他

業主婦

2 

0.4 0.2 

無回答

6 

1.3 

無回答

4 

0.9 

無回

答

41 

9.2 

無回

答

401 

89.9 
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